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臨 牀 的 眼 處 置 ノ 前 眼 部 組 織 生 體

染 色 性 ニ 及 ボ ス 影 響 ニ 就 テ

第1報　 藥 理 學 的 研 究

岡山醫科大學病理學教室(主任田村教授)

大 森 操

[昭和9年5月9日 受 稿]

Aus dem Pathologischen Institut der Okayama Medizinischen Fakultat

(Vorstand: Prof. Dr. O. Tamura).

Uber die Einflusse der ophthalmologischen Behandelungen auf 

der Vitalfarbbarkeit des Vorderen Augengewebes.

(I. Mitteilung.)

Pharmakologische Untersuchungen.

Von

So Ohmori.

Eingegangen am 9. Mai 1934.

Verf. hat uber die Eiuflusse der 

gewohnlich klinisch angewandten phar
makalogischen, ophthalmologischen Be

handlungen auf die Vitalfarbbarkeit des 

Vorderaugengewebes mit den Kaninchen 

experimentalle Versuche augestellt und 

folgende Schlusse erreicht.

1) Anwendungen des Atropins, des 

Dionius und des Adrenalins befordern im 

allgemeinen die Vitalfarbbarkeit des Vor

deraugeugewebes.

2) Anwendungen des pilocarpins, 

des Eserins und der hypertonischen 

Kochsalzlosung vermindern die dessel

ben

3) Anwendungen der den Augen 

Stoffwechsel verzngernden Arzneimitteln 

bringen nahmlich im allgemeinen die 

Storung des Farbstoffmetabolismus der 

Vorderaugengewebes (vor allem der his

tiozytaren Zellen), besonders die des 

Spaltungs- und Ausscheidungsvorgangs
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des Farbstoffes hervor. Dadurch werden

 die Zellen mit dem Farbstoff ubermassig 

beladen und geraten sie schliesslich im 

Zerfallen. Dagegen vermehren die den 

Augen Stoffwechsel verstarkenden Arznei

mittelu den Spaltungs- und Ausschei

dungsvorgang des Farbstoffes der Zellen.

4) Bei den klinischen Anwenduugen

 der obeubenannten Arzueimitteln muss 

man Rucksicht auf die Nebenwirkungen 

auf die histiozytaren Zellen nehmen, be

sonders in den Falle der Eutzundung, 

oder in denselben, wo sie leicht herbei

fubrt werden kann.

(Kurze Inhaltsangabe.)
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第1章　 緒 言

眼球 組 織 ニ分 布 セル 組織 球 ハAschoff-清 野

氏 ニ ヨ リテ唱 導 サ レ シ狹 義 ノRetikuloendo

theliales Systemニ ハ屬 セ ズ.又 其 ノ數 量 ヨ

リ見 レバ 一般 網 状 内 皮 細 胞 系統 ノ機 能 ニ關 與

スル所 甚 ダ僅 少 ナ ルベ シ.然 レ ドモ眼 球 ハ其

ノ解 剖 的 見地 ヨ リスル モ 又機 能 的 見 地 ヨ リス

ル モ他 ノ諸 臟 器 ト聊 カ趣 キ テ異 ニ シ,宛 然 一

獨立 機關 ヲ形 成 セ リ.從 ツテ眼球 組織 中 ノ組

織 球 ハ眼 組織 ニ對 シテ ハ,特 ニ緊 密 ナ ル機 能

ヲ有 スベ ク,一 般 網 状 内 皮 細 胞 系統 ト之 ヲ同

日 ニ論 ズ ル ヲ得 ザ ルベ ク察 セ ラ ル.

前 眼部組織中,虹 彩及 ビ毛機體 ハ,眼 房水産生 ニ

重 大ナル關係 ア リ.房 水 ノ起 源 ヲ虹彩 ニ求 メシ者

ニHamburger,中 村,熊 谷,小 玉,橋 本,楠 氏等

ア リ,其 ノ機轉 ヲ血管 ヨ リノ濾過作用 少 リト説 ケ

リ.廣 石,向 井, Mawas, Seidel, A. Konrad,

 Schmelzer氏 等ハ房水 ノ起源 ハ毛様體 ニア リトナ

シ,毛 様體上皮細胞 ハ構造上 ヨ リ論 ズレバ,一 種

ノ腺細胞 ニ屬スベ キモ ノ ト見 ルヲ得ベ ク,房 水 ハ

實 ニ其 ノ分泌機能 ニヨ リ産生 セラル トナセ リ.

又生體染色 ノ立場 ヨ リ眼房水産 生ニ關 シテ言 及

セ シハ, Schnaudigelニ シテ「ツ リバ ン」青注射 ニ

際 シ,眼 房水 ノ青染 スル ヲ述べ,其 ノ際 虹彩 ニハ

生體染色陽 性細胞甚ダ少 ク,又 虹彩 ノ上皮細胞 ニ

色素顆粒 ヲ説明 シ得ザル ニ反 シ,毛 樣體 ニハ生體

染色陽性細胞甚ダ多數 ニ存 シ, 又 上皮細胞中 ニ色

素顆粒 ノ存 スルヲ以テ,毛 樣體 ガ房水産生 ニ關與

スルモ ノナ リト思惟セ リ.

岡田鶴也氏 ハ墨 汁 ヲ家 兎 ノ血管 内ニ注射 シテ,

組織球 ニ貪喰セ シムル時ハ前房 内 ニ於 ケル凝集素
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産生量減退 セルヲ以テ,之 ガ原因 ヲ組 織球 ノ機能

減弱 ニ歸 セ リ.又 淺沼氏ハ家兎耳靜脉 ニ 「カル ミ

ン」ヲ注射 シ タルニ,房水 ニ出ヅル溶血素含有 量増

加 セシヲ以テ,毛 樣突起中 ニ存在 スル組織球性細

胞 ハ,溶 血素 ノ,血 清中 ヨ リ房水内 ヘノ移行 ヲ,

生理的 ニ調節 スル機能 ヲ掌 ルモ ノナルべ シ ト結論

セ リ. Jes及 ビJaensch等 ハ毛樣體上皮 ニ濾過遮

止裝置 ノ存 在 ヲ主張 セ リ.馬 詰氏亦毛樣體部 ニ於

ケル濾過遮 止裝 置 ノ存 在 ヲ主張 シ,其 ノ濾過遮止

機能ニ組織球ノ參與スルハ瞭ナル事實ナルモ.其

ノ總テヲ組織球ニ求ムルハ當ラズ,恐 ラクハ組織

球ノ他ニ,毛 樣體上皮,硝 子膜,時 ニ毛樣體血管

等モ之ニ與ルモノナラント記載セリ.

上記 ノ如ク眼球内組織球中,前 眼部組織ニ

於ケル同細胞ハ,眼 球ノ生理的竝ニ病的機轉

ニ關與スルコ ト甚ダ大ニシテ,眼 球 ノ組織球

性細胞ニ關 スル研究 ノ中心ヲナセリ.而 シテ

前眼部組織 ノ該細胞ハ,其 ノ位置的關係上外

來 ノ刺戟ヲ感受 シ易 シ,從 ツテ吾等ガ臨牀的

ニ日常使用スル眼科的處置ガ,斯 ノ如キ組織

球 ニ如何ナル影響 ヲ與 フルヤ,之 ヲ系統的ニ

實驗 ヲ行 フ事ハ臨牀上甚ダ意義深キモノナリ

ト信ズ.

(註.前 眼部組織中,角 膜ハ生體染色性甚

ダ輕微ナルノ故 ヲ以テ,又 眼球結膜 ト共ニ眼

科的處置ニヨリ,直 接 ノ障碍 ヲ被ル事 アルヲ

以テ,之 等組織 ノ所見ハ本論文ニ於テハ省略

セリ.)

第2章　 網 状 内皮 細 胞 系 続 ノ藥 理

一般 網状内皮細胞系 統 ノ藥 理學 的研 究ニ關 シテ

ハ,必 ズ シモ 文獻 ニ乏 シカラズ.殊 ニ内分泌臟 器

製劑竝 ニ非特異性刺戟物質 ニ關 シテハ多數 ノ研 究

ア リ.乍 併,眼 科臨牀上 日常使用サルル藥物ニ關

ス ル記載 ハ「ア ドレナ リ ン」ヲ除 ク以 外 ニハ 殆 ド文

獻 ヲ見 出 シ得 ズ. Saxl及 ビDonathハ 「ア ドレ ナ

リ ン」 ハ網 状 内 皮 細胞 系 統 ノ機 能 ノ減 退 ヲ来 サ シ

ム トナ シ, Leites及 ビRiabowハ 全 然 之 ニ反 ス ル

見解 ヲ有 ス.又 最 近Haendelハ 網 状 内皮 細 胞 ノ

貪 喰 機能 ハ「ア ドレナ リ ン」ニ依 リテ減 退 ス ル ヲ報

ゼ リ.然 レ ドモ 眼 球 内組 織球 ガ果 シテ 一般 網 状 内

皮 細胞 ト同 一 ノ態 度 ヲ取 ル ヤ否 ヤ ニ關 シテ ハ實 驗

ヲ缺 ク.

又 前 房 水 内色 素 移行 ニ及ボ ス薬 物(殊 ニ散 縮 瞳

藥)ノ 影 響 ニ關 シテ ハ,諸 種 ノ方 面 ヨ リ研 究 サ レ

タ リ.縮 瞳 藥 タル 「ビ ロ カル ビ ン」及 ビ「エ ゼ リ ン」

ニ關 シ テ ハWessely, Seidel,水 田,澤 田,和 田

氏 等 共 ニ一 致 セ ル成 績 ヲ得,點 眼 側 ニ 於 テ 移行 色

素 ノ増 量 ヲ認 メ,又 散 瞳 藥 タル 「ア トロ ビ ン」及 ビ

「ア ド レナ リン」ニ於 テ ハWeasely, Seidel,水 田,

澤 田氏 等 ハ點 眼 側 ニ於 テ移 行 色 素 ノ減 少 ヲ認 メ シ

ガ,和 田氏 ハ 酸 性 「フ ク シ ン」ヲ以 テ 行 ヘ ル 實 驗 ニ

於 テ ハ,成 績 不 定 ナ リ ト報 告 セ リ.

余 ハ「ア トロビ ン」 「ビ ロ カ ル ビ ン」 「エ ゼ リン」

「ヂ オ ニ ン」 「ア ドレナ リ ン」及 ビ 高 張 食 鹽 水 ニ就

テ 實驗 ヲ行 ヘ ル コ ト次 ノ如 シ.

第3章　 實 驗 方 法

試 驗 動 物 トシテ ハ 體 重2kg内 外 ノ 健 康 白

色 家 兎 ヲ使 用 セ リ.生 體 染 色 ニ ハ4%「 リチ

オ ンカ ル ミン」溶 液 ヲ毎 日1囘Pro kg　4cc耳

靜 脉 内 ニ 注 射 シ,最 後 ノ 注 射 ヨ リ24時 間 ヲ

經 過 シテ,空 氣 栓 塞 ニ ヨ リテ動 物 ヲ屠 殺 シ,

眼 球 ヲ剔 出 シテ10%「 フオ ル マ リ ン」固定 ヲ

施 シ,「 チ エ ロ イヂ ン」切 片 ヲ作 製 セ リ.「ア ト

ロ ビ ン」試 驗 ハ1%硫 酸 「ア トロビ ン」溶 液 及

ビ1%同 軟膏 ヲ使 用 シ,「 ビ ロ カル ビ ン」試驗

ハ1%鹽 酸 「ビ ロカ ル ビ ン」溶 液 及 ビ1%同
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軟 膏 ヲ,「 エ ゼ リン」 試 驗 ハ0.5%「 サ リチ ー

ル酸 エ ゼ リン」溶 液 及 ビ0.5%ノ 同 軟 膏 ヲ,

「ヂ オ ニ ン」點 眼試 驗 ハ5%「 ヂオ ニ ン」溶 液 及

ビ5%ノ 同軟 膏 ヲ併 用 シ,「ア ドレナ リン」點

眼 試 驗 ハ千倍 「ア ド レナ リ ン」ヲ使 用 シ,之 等

藥 物 ヲ實 驗 中 毎 日數 囘實 驗 眼 ニ點 眼 シテ藥 物

ヲ持績 的 ニ作 用 セ シメ ン トセ リ.又 「ヂオ ニ

ン」 結 膜 下注 射 試 驗 ハ1%「 ヂ オ ニ ン」 溶 液

0.5ccヲ,「 ア ド レナ リ ン」 結 膜 下 注 射 試 驗 ニ

ハ千倍 「ア ドレナ リン」0.15ccヲ,高 張 食 鹽 水

結膜 下 注 射 試 驗 ニ ハ4%食 鹽 水0.5ccヲ 毎 日

1囘 實 驗 側 眼 球 結 膜 下 ニ 注 射 セ リ.總 テ右 眼

ヲ以 テ 實 驗 眼 トシ,左 眼 ヲ 以 テ對 照眼 トナ

セ リ.實 驗 ハ6日 間 継 續 ヲ以 テ 目標 トセ シモ

動 物 ノ衰 弱 甚 シ キ場 合 或 ハ其 ノ他 ノ事 情 ニ ヨ

リ3日 乃 至5日 ニ シテ實 驗 ヲ終 リシ場 合 モ ア

リ.

實 驗 ニ先 ダ チ次 ノ如 ク4種 ノ對 照 試 驗 ヲ行

ヘ リ.

第1.何 等 ノ處 置 ヲ施 ス コ トナ ク,生 體 染

色 ヲ行 ヘ リ.

對 照No. 1. 2400g. 〓.實 驗 日數6日,

「カル ミ ン」注 射 總 量48cc.

對 照No. 2. 2470g. 〓.實 驗 日數5日,

「カル ミン」注 射 總 量40cc.

虹 彩 ニ於 テ ハ實 質 中 ニ生體 染 色陽 性 細 胞 ハ

少數 ニ存 ス,星 芒 形,紡 錘 形或 ハ類 圓形 ヲ呈

ス.虹 彩 根部 ニ向 フニ從 ツテ梢 々其 ノ數 ヲ増

シ同時 ニ細 胞 ノ大 サ ヲ増 ス.色 素 顆 粒 ハ梢 々

小 ナ レ ドモ鮮 明 ナ リ.毛 様 體 ニ於 ケ ル生體 染

色 陽 性 細 胞 ノ排 列状 態 ハ 毛様 輪 帶 一於 テハ,

結 締織 纎 維間 ニ稍 々多 數 ノ生 體 染 色 陽 性 細 胞

ア リ,類 圓形 又 ハ紡 錘 形 ヲ呈 ス.後 方 鋸 齒状

縁 ニ近 ク該 細 胞 ハ壓 平 サ レテ細 長 形 ヲナ シ,

前 方 ニ進 ム ニ從 ヒ其 ノ數 ヲ減 ズ.毛 樣 冠 ニ於

テ ハ毛様 筋部 ニ 少數 ノ同細 胞 ヲ 見ル,胞 體 小

ニ シテ色 素顆 粒鮮 明 ヲ缺 ク.毛 樣 突起 ニ於 テ

ハ,基 質 中 ニ多 數 ノ生 體 染 色 陽 性 細 胞 ア リ,

胞體 大 ニ シ テ 主 ト シ テ類 圓 形 ヲ呈 シ,少 數

ノ紡 錘 形 又 ハ細 長 形 ナ ル モ ノ ア リ,或 ハ星 芒

状 ヲナ シ突起 ニ ヨ リテ隣 接 細 胞 ト相連 レル モ

ノ モ ア リ.色 素 顆 粒 ハ稍 々大 ニ シテ 濃 染 シ,

且輪 廓 著 明 ナ リ.上 皮 細 胞 中 ニ ハ色 素 顆 粒 ヲ

認 メズ.尚 ホ對 照No. 2ニ 於 テ ハ,毛 樣 突 起

基 質 中 ノ生 體 染 色 陽 性 細 胞 ニ多 數 ノ空 胞 形 成

アル ヲ認 ム.

上 記 所 見 ハ左 右 兩 眼 同様 ニ シテ格 別 ノ差 違

ヲ認 メズ.

第2.生 體 染 色 ヲ行 フ傍 ラ右 眼 ニ對 シテ毎

日數 囘 「チ エ ス ブ ロー ワゼ リン」ヲ點 眼 セ リ.

對 照No. 5. 2420g. ♀.實 驗 日數4日.

「カル ミン」注射 總 量32cc.

對 照No. 6. 2420g. ♀.實 驗 日數5日.

「カル ミン」注射 總 量40cc.

虹 彩 ニ於 テハ極 メテ 少數 ノ生 體 染 色 陽 性細

胞 ア リ,小 紡 錘 形 ヲ呈 シ,色 素顆 粒 ハ淡 染 シ

不 鮮 明 ナ リ.虹 彩 根 部 ニ存 ス ル モ ノ ハ 胞體

稍 々大 ニ シテ 色素 顆 粒 モ稍 々鮮 明 ナ リ.毛 様

輪 帶 ニ於 テ ハ 稍 々多 數 ノ 同細 胞 ア リ,大 小

種 々ニ シテ概 シテ紡 錘 形 ヲ呈 シ,前 方 ニ進 ム

ニ從 テ類 圓 形 ヲナ ス.色 素 顆 粒 ハ濃 染 セル モ

稍 々鮮 明 ヲ缺 ク.毛 樣 冠 部 ニ於 テ,毛 樣 筋 ノ

部 ニハ 生體 染色 陽 性 細 胞 ハ認 メザ ル モ,モ 様

突 起 ニ 於 テ ハ基 質 中 ニ多 數 ノ同 細 胞 ア リ.主

トシテ星 芒 形 又 ハ類 圓 形 ヲ呈 シ,往 々紡 錘 形

ナ ル ア リ又 ハ突 起 ニ ヨ リテ隣接 細 胞 ト相 連 絡
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セ ル モ ノ ア リ.色 素 顆 粒 ハ中 等 大 ニ シテ 濃染

シ鮮 明 ナ リ.上 皮 細 胞 中 ニ ハ色素 顆 粒 ヲ認 メ

得 ズ.

上 記 所 見 ハ 左右 兩眼 同 様 ニ シテ,「 ワ ゼ リ

ン」點 眼 ノ生 體 染 色 ニ及 ボ ス影 響 ヲ認 メズ.

第3.生 體 染 色 ヲ行 フ傍 ラ毎 日數 囘 生理 的

食 鹽 水 ヲ點 眼 ス.

對 照No. 7. 2220g. ♀.實 驗 日數4日.

「カ ル ミン」注 射總 量32cc.

對 照No. 8. 1820g. ♀.實 驗 日數4日.

「カル ミン」注 射 總 量32cc.

虹彩 ニ 於 テ ハ少數 ノ生 體 染 色 陽 性 細 胞 ア

リ,紡 錘 形 又 ハ類 圓 形 ヲナ シ,色 素 顆 粒 ハ微

細 ニ シテ粗,鮮 明 ヲ缺 ク,毛 様 輪帶 ニ於 テ ハ

稍 々多 數 ノ同 細 胞 ア リ,紡 錘 形 又 ハ橢 圓形 ヲ

呈 シ,色 素顆 粒 ハ中等 大 ニ シテ密 在 シ,色 素

攝 取稍 々良好 ナ リ.毛 様 冠 ニ テ 毛様 筋部 ニ ハ

該 細 胞 ヲ認 メ ズ.之 ニ反 シ毛 様 突 起 實 質 中 ニ

ハ多 數 ノ同 細 胞 ア リ,主 トシテ類 圓 形 ヲナ シ，

色素 顆 粒 ハ 中等 大 ニ シテ密 在 シ著 明 ナ リ.

上 記 所 見 ハ 兩實 驗 例 ニ於 テ略 ボ同 一 ニ シテ

且 左右 兩 同様 ニ シテ 生理 的 食鹽 水 點 眼 ノ生

體 染 色 ニ 及 ボ ス影 響 ヲ認 メ得 ズ.

第4.生 體 染 色 ヲ行 フ傍 ラ,毎 日1囘 生理

的 食鹽 水0.5ccヲ 右 眼 球 結 膜 下 ニ注射 ス.

對 照No. 9. 1950g. ♀.實 驗 日數3日.

「カル ミ ン」注 射 總 量24cc.

對 照No. 10. 1870g. ♀.實 驗 日數3日.

「カル ミ ン」注 射 總 量24cc.

虹彩 ニ於 テ ハ生體 染 色 陽 性 細 胞 ヲ認 メズ.

(對 照No. 10ニ 於 テ ハ極 メ テ少 數 ノ同 細 胞 ア

リ,色 素顆 粒微 細 不鮮 明 ナ リ).毛 様 輪 帶 ニ於

テハ 少數 ノ同 細 胞 ア リ,主 トシテ細 長 形 又 ハ

紡錘形ヲ呈シ,色 素顆粒ハ微細 ニシテ鮮明ヲ

缺 ク.毛 様突起ニ於テハ稍 々多數ノ同細胞ア

リ,紡 錘形又ハ類形圓ヲナ シ,色 素顆粒 ハ概

シテ微細ニシテ粗密常 ナ ラズ,稍 鮮明 ヲ缺

ク.

上記所見ハ左右兩眼同様 ニシテ,即 チ生理

的食鹽水 ノ結膜下注射 ハ前眼部組織 ノ生體染

色性ニ影響ヲ及ボ号ザルヲ知ル.

第4章　 實 驗 成 績

其 ノ1　 「ア トロ ビン」試 驗

「ア トロビ ン」ハ其 ノ作用ハ中樞神經系 ニ對 シテ

ハ,先 ヅ其 ノ機能 ヲ亢進 シ,次 デ之 ヲ麻痺 セシメ,

末 梢ニ對 シテ ハ主 トシテ副交感神經 ノ末端 ヲ麻痺

セシムル作用ア リ.眼 ニ對 シテハ其 ノ稀薄液(1%

硫酸「ア トロビン」液)ノ1-2滴 ヲ點眼 ス レバ,虹

彩括約筋 ヲ麻痺 セシムル タメ, 10-15分 ニ シテ散

瞳始 マ リ, 20-30分 ニシテ 其 ノ極 度ニ達 シ, 1-

2日 間稽留 シ,約10日 ニシテ復常 ス.又 散瞳 ト同

時 ニ毛様筋 モ侵 サ レテ,調 節麻痺 ヲ起 ス.「ア トロ

ピ ン」ノ眼内壓 ニ對 スル 作用 ニ就 テハ,從 來多 ク

ノ學者 ニヨリテ研 究セ ラレ,或 ハ輕度 ノ眼壓降下

ヲ來ス トナシ,或 ハ眼 内壓 ニ影響 ナシ トシ,或 ハ

眼内壓 ヲ亢進セ シム ト主張 シ,其 ノ説區 々ナルモ,

大勢ハ正常眼ニ於テハ眼内壓 ヲ亢進 セシムルヨ リ

モ寧 ロ減退セ シムルモ ノ トノ見解 ニ傾 ク.又 「ア

トロピン」ハ分 泌神經 ノ末端 ニ作用 シテ 總 テ ノ腺

ノ分秘 ヲ制 止 スル ノ作用 ヲ有 スルモ ノナルガ,眼

前 房水分 泌ニ對 シテモ抑制作用 ア リ ト認 メラル.

次 ニ血管作用 ニ關 シテハ「ア トロビン」ハ結膜嚢點

眼 ニヨ リテ眼内血管 ノ擴張 ヲ招来 ス レドモ,而 カ

モ眼新陳 代謝 ヲ緩 徐ナ ラシムルコ トハ,多 数學者

ノ實驗 ニ徴 シテ明 カナ リ.之 ヲ要 スルニ,「ア トロ

ピン」ハ正常眼ニ對 シテ, 1)眼 内壓 ヲ減退 セシメ.

 2)眼 内血管 ヲ擴張 シ. 3)房 水 分泌 ヲ抑制 シ. 4)
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從テ眼新陳代謝 ヲ緩徐 ナラシム.

第1例 No. 4. 2300g. 〓.實 驗 日數3日.

「カル ミン」注射總 量22cc.

右眼:虹 彩 ニ於テハ實質中 ニ少數 ハ生體染色

陽種細胞 ア リ,主 トシテ小ナル紡錘形 又ハ類圓形

ヲ呈 シ,稀 ニ細長形又ハ星芒形ナルモ ノア リ,虹

彩根部 ニハ同細胞稍 々多 シ,色 素顆粒 ハ中等大 ニ

シテ鮮 明ナ リ.毛 樣輪帶 ニ於テハ細長形 又ハ紡錘

形 ヲナセル同細胞少數 ニ存 シ,後 方 ニ多 クシテ前

方ニ向 フニ從 テ其 ノ數減 ズ.色 素顆粒 ハ中等大 ニ

シテ比較 的鮮明 ナ リ.毛 樣冠 ノ中 ニテ毛樣筋部 ニ

ハ極 メテ少數 ノ生體染色陽性細胞 ア リ,類 圓形 ヲ

呈 シ色素顆粒ハ極 メテ不鮮 明 ナ リ.毛 樣突起 ニ於

テハ多數 ノ同細胞 ア リ,類 圓形 又ハ星芒形 ヲナセ

ルモノ多ク,空 胞 ヲ形成 セルモ ノア リ,色 素顆粒

ハ中等大又ハ稍々大ナルモ ノア リテ極 メテ鮮明ナ

リ.

左眼:虹 彩實質中 ニ於テハ數箇 ノ生體染色陽

性細胞 ヲ認ム ルニ過 ギ ズ,小 類圓形 ニ シテ色素顆

粒極 メテ不鮮明 ナ リ.毛 樣輸帶 ニ於 テハ後ガ ニ限

局 シテ少數 ノ同細胞 ア リ,小 紡錘形 ヲ呈 シ色素顆

粒 不鮮 明ナ リ.毛 樣突起 ニ於 テハ稍 々多數 ノ同細

胞 ア リ,星 芒形乃至類 圓形 ニ シテ色素顆粒 ハ中等

大,稍 々鮮明 ヲ缺 ク.

本例 ニ就テ左右兩眼 ヲ比較 スルニ, 1)各 部 ヲ

通 ジテ生體染色 陽性細胞 ハ右眼 ニ多 クシテ且大ナ

リ. 2)色 素攝 取 ノ度右眼 ニ強 シ. 3)右 眼ニ於

テハ空胞形成 ヲ認 ム.

第2例　 No. 17. 1470g. ♀.實 驗 日數4日.

「カル ミン」注射總量14cc.

右眼:虹 彩 ニ於 テ其 ノ尖端 ニ近 ク前境界膜部

ニ生體染色陽性細胞 ノ集團 ア リ.實 質中ニハ數箇

ノ同細胞 ア リ,小 星芒形 ヲナ シ,色 素顆粒 ハ微細

不鮮明 ナ リ.毛 樣輪帶 ニ於 テ ハ 少數 ハ同細胞 ア

リ,後 方 ニ存 スルモ ノハ細長形又ハ紡錘形 ニシテ

前 方 ニ進 ムニ隨 ヒ漸次類圓形 トナル,色 素顆粒 ハ

後 方 ノモ ノハ不鮮明ナ レ ドモ前 方 ノモ ノハ中等大

ニ シテ稍 々鮮明 ナ リ.毛 樣突起 實質中ニハ多 數 ノ

生體染色陽性細胞 ア リ,星 芒形,紡 錘形,細 長形

又 ハ類 圓形 ヲ呈 シ,色 素顆粒 ハ 中等大,著 明ナ

リ.

左眼:虹 彩實質中 ニ於テハ極 メテ少 數 ノ生體

染色陽性細胞ア リ,小 紡錘形 ヲ呈 シ色素顆粒 ハ微

細 ニシテ不鮮 明 ナ リ.毛 樣輪帶 ニ於 テハ少數 ノ同

細胞 ヲ認 ム,後 部 ニ多 クシテ前部 ニハ極 メテ稀 ナ

リ,細 長形又 ハ紡錘形 ニシテ色素顆粒ハ後部 ノモ

ノハ緻密 ニシテ濃染 ス レ ドモ前方 ノモノハ極 メテ

不鮮明ナ リ.毛 樣突起實質 中ニハ多數 ノ同細胞 ア

リ,主 トシテ類 圓形 ヲナシ稀 ニ細長形又ハ星芒形

ナルモ ノア リ,色 素顆粒 ハ 中等大 ニ シ テ著明 ナ

リ.

本例 ニ就テ左 右兩眼 ヲ比較 スル ニ, 1)虹 彩及

ビ毛樣輪 帶 ニ於 テハ生體染色陽性細胞 ハ右眼ニ多

ク且大ナ リ. 2)毛 樣突起 ニ於 ケル同細胞 ハ其 ノ

數 ニ於テ左右格別 ノ差違 ヲ認 メザルモ,右 眼 ノ方

色 素顆粒稍 々著明 ニシテ緻密 ナ リ.

第3例 No. 47. 2800g. 〓.實 驗 日數4日.

「カル ミン」注射總量32cc.

右眼:虹 彩實質中 ニ於 テ少數 ハ生體染色陽性

細胞 ア リ,紡 錘形又ハ類圓形 ニ シテ大 ナ ラズ,色

素顆粒ハ微細 ニシテ鮮 明 ヲ缺 ク.虹 彩 根部 ニ近 ヅ

ク ニ從 ヒ 同細胞 ハ増加 シ,色 素顆 粒稍 々大 トナ

リ,緻 密 ニ存 ス.毛 樣輪 帶 ニ於 テハ稍 々多數 ノ同

細胞 ヲ認 ム,概 シテ紡 錘形 ヲ呈 シ,色 素顆粒 ハ中

等大 ニシテ 比較的鮮明ナ リ.毛 樣冠部 ニテFon

tana氏 腔 及ビSchlemm氏 管周圍 ニ數箇 ノ生體染

色陽性細胞 ヲ認 ム,小 紡錘形又 ハ類圓形 ヲ塁 シ,

色素顆 粒少數 ニシテ不鮮 明ナ リ.毛 樣突起 ニ於 テ

ハ其 ハ實質中 ニ多數 ノ生體染色陽性細胞 ア リ,大

紡錘形又ハ類圓形 ヲナ シ,色 素顆粒多 クハ中等大
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ニシテ密 在 シ鮮 明 ナ リ.

左眼:虹 彩實質中 ニ極 メテ少數 ノ生體染色陽

性細胞 ア リ,小 星芒形又ハ類圓形 ヲ呈 シ,色 素顆

粒 ハ少數 ニシテ不鮮明 ナ リ.毛 樣輪帶 ニ於テ ハ少

數 ノ同細胞ア リ,主 トシテ紡錘形 ヲナ シ,後 方 ニ

多 ク前方 ニ少 シ,色 素顆粒ハ微細 ニシテ不鮮明ナ

リ.毛 様冠部 ニテFontana氏 腔 及 ビSchlemm氏

管周圍 ニ數箇 ノ生體染色陽性細胞 ヲ認 ム,形 ハ不

整 ニシテ極 メテ小,色 素顆粒ハ微細 ニシテ鮮 明 ヲ

缺 ク.毛 樣突起 基質中 ニハ多數 ノ同細胞 ア リ,多

クハ大 星芒形又 ハ類圖形 ヲナス,色 素顆粒 ハ中等

大,緻 密 ニ存 シ鮮明 ナ リ.

本例 ニ就 テ左右兩眼 ヲ比較 スル ニ, 1)各 部 ヲ

通 ジテ生 體染色陽性細胞 ハ右眼 ニ多 ク,且 大 ニ シ

テ色素顆粒 モ一般 ニ鮮明 ナ リ. 2)毛 樣突起 ニ於

テハ同細胞 ハ數 ニ於 テ左右格別 ノ差異 ヲ認 メザル

モ色素顆粒ハ一般 ニ右眼 ノ方大 ニ シ テ且著明 ナ

リ.

要 之,「 ア トロ ビ ン」ヲ適 用 セ ル眼 球 ハ,前

眼 部 組 織 ノ生 體 染 色 性 一般 ニ對 照眼 ニ比 シテ

強 シ,殊 ニ虹 彩及 ビ 毛樣 輪帶 ニ於 テ 著 明 ナ

リ.

其 ノ2.「 ピ ロカ ル ピ ン」試 驗

「ピロカルピ ン」ハ副交感神經 ノ末梢 ヲ直接ニ亢

奮 セ シメ,涙 腺,粘 液腺,消 化腺 ノ分泌 ヲ亢進 ス.

之 ヲ點眼 ス レバ虹彩括約筋及 ビ毛樣筋 ニ達 スル動

眼神經 ノ末梢 ヲ刺戟 シテ,縮 瞳竝 ニ調節痙攣 ヲ發

ス,而 シテ一定時 ノ後刺戟作用經過 シテ輕 度 ノ麻

痺 ヲ來 シ,タ メニ 瞳孔少 シク 開大 ス,「 ピロカル

ピン」ノ眼 内壓 ニ對 スル作用 ニ 關 シテハ,點 眼後

一 時的 ノ壓上昇 ヲ來 シ,其 ノ後持續 スル壓 降下 ヲ

來 ス ト云 フニ諸家 ノ説略 ボ一致 セルガ如 シ.又 眼

内血管 ニ對 シテ之 ヲ擴張 セシムル作用ア リ.而 シ

テ眼物質代謝ハ「ピロカルピン」ノ點眼ニ ヨ リテ亢

進 シ,前 房水蛋白量 ノ増加,前 房水 内抗體 出現 ノ

増加等 ヲ招來 ス ト云 フ,之 ヲ要 スルニ 「ピ ロカル

ピ ン」ハ, 1)初 期 ニ於テ僅 ナ ル眼壓上昇 ヲ起 セ

ドモ,其 ノ後持續 スル眼壓降下 ヲ來 シ, 2)眼 内

血管 ヲ擴張 シ, 3)前 房水 ノ産生竝 ニ排 出 ヲ旺盛

ナ ラシメ, 4)眼 物質代謝 ヲ佳良 ナラ シム.

第1例　 No. 9. 2800g. 〓.實 驗 日數5日.

「カル ミン」注射總量38cc.

右線:虹 彩 實質中ニ少 數 ノ生體染色陽性細胞

ア リ,星 芒形又ハ類圓形 ニシテ小,虹 彩根都 ニ近

ク存在 スルモノハ稍々大 ナ リ.色 素顆粒ハ微細 ニ

シテ稍々鮮明 ヲ缺 ク.毛 樣輪帶 ニハ少數 ノ生體染

色陽性細胞 ア リ,主 トシテ後方 ニ存 シ,多 クハ紡

錘 形ヲナシ,色 素顆粒 ハ中等大 ニ シテ稍 々著 明ナ

リ.毛 樣突起實質中 ニハ多數 ノ生體染色陽性細胞

ア リ,多 クハ類 圓形 ヲ呈 シ又星芒形,紡 錘形 ヲ呈

シ,空 胞 ヲ形成セルモ ノ多數 ニア リ,色 素顆粒ハ

多 クハ中等大 ニシテ著 明ナ リ.

左眼:虹 彩 實質中 ニ於テ極 メテ少 數 ノ生體染

色陽性細胞 ア リ,紡 錘形 又ハ星芒形 ヲナシ,色 素

顆粒ハ微細 ニシテ著明 ナラズ.毛 樣輪 帶 ニ於テハ

少 數 ノ同細胞 ア リ,主 トシテ後 方 ニ多 ク,紡 錘形

又 ハ類圓形 ヲ呈 シ,色 素顆粒ハ中等大 ニシテ著 明

ナ リ.毛 樣突起 ニ於 テハ基質中 ニ多數 ノ同細胞 ア

リ,星 芒形又ハ類 圓形 ヲテシ,突 起 ニヨ リテ隣接

細胞 ト相連絡 セルモ ノア リ,空 胞 ヲ形成 セル モ ノ

多數ア リ,色 素顆粒ハ中等大 ニシテ鮮明 ナ リ.

本例 ニ就 テ左右兩眼 ヲ比較 スルニ, 1)虹 彩 ニ

於 ケル生體染色 陽性細胞 ハ右眼 ニ 於 テ其 ノ數多

ク,色 素顆粒 ハ稍 々粗大,且 鮮明 ナ リ. 2)毛 樣

輪 帶 ニ於 ケル同細胞 ハ右眼 ニ於 テ小 ニ シ テ 數 モ

稍 々少 シ. 3)毛 樣突起 ニ於 ケル同細胞 ハ右眼 ニ

於 テ少 ク,色 素顆 粒ハ著 明ナ ラズ,空 胞形 成亦左

眼 ニ比 シ輕度ナ リ.

第2例　 No. 25. 1950g. 〓.實 驗 日數6日.
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「カル ミン」注射總量36cc.

右眼:虹 彩 ニ於 テハ實質中 ニ少數 ノ生體染色

陽性細胞 ア リ,星 芒形 又ハ紡錘形 ニシテ小,色 素

顆 粒ハ粗 ニシテ微細 ナ リ.毛 樣輪帶 ニ於テハ稍 々

大ナル紡錘形 又ハ類圓形 ヲナセル同細胞 ア リ,殊

ニ後方ニ多 シ,色 素顆粒ハ中等大 ニシテ緻密 ニ存

ス.毛 樣突起 ニ於テハ基質中 ニ多數 ノ生體染色陽

性細胞 ア リ,紡 錘形又ハ類圓形 ヲ呈 シ,色 素 顆粒

ハ中等 大 ニシテ緻密 ニ存 シ,著 明 ナ リ.尚 ホ同細

胞ハ屡 々崩壞 ニ頻 シ,又 空胞 ヲ有 スルモ ノ多 數ニ

ア リ.

左眼:虹 彩 ニ於 テハ實質中ニ少數 ノ生體染色

陽性細胞 ア リ,星芒形又ハ紡錘形 ヲナシテ小 色素

顆粒ハ粗 ニシテ微細 ナ リ.毛 樣輪帶 ニ於 テハ稍 々

大ナル紡錘形又 ハ類圓形 ヲナセル同細胞 ア リ.殊

ニ後方 ニ多 シ.色 素顆 粒 ハ 中等大 ニ シテ 緻密ナ

リ.毛 樣突起 ニ於テハ實質中 ニ 多數 ノ同細胞 ア

リ,星 芒形,紡 錘形又ハ類圓形 ニシテ突起 ニヨ リ

テ隣接 細胞 ト相連絡 セルア リ,色 素顆粒 ハ中等大

ニシテ多 クハ緻密 ニ存 ス.尚 ホ同細胞 ハ屡 々空胞

ヲ形成 シ,又 漸次崩壞 ニ陷ル ノ像 ヲ認 ム.

本例 ニ就 テ左右兩眼 ヲ比較 スルニ, 1)虹 彩 ニ

於 ケル生體染色陽性細胞 ハ,其 ノ數ニ於 テモ生體

染色度 ニ於 テモ左右格別 ノ差 違 ヲ認 メズ. 2)毛

樣輪帶 ニ於 ケル同細胞 ハ右眼 ニ其 ノ數少 ク小,且

色素顆粒 淡染 セ リ, 3)毛 樣突起ニ於 ケル同細胞

ノ數ハ右 眼ニ少 ク,且 色素攝 取モ亦輕度 ナ リ.

第3例　 No. 72. 2270g. 〓.實 驗 日數5日.

「カル ミン」注射總量40cc.

右眼:虹 彩實質中 ニ少數 ノ生體染色陽性細胞

ア リ,星 芒形又 ハ紡錘形 ニシテ小,色 素顆粒ハ小,

且粗,著 明ナラズ.瞳 孔括約筋 中 ニ稍 々多數 ノ同

細胞 ア リ,多 クハ紡錘形 又 ハ 橢圓形 ニ シ テ稍 々

大,色 素顆粒 ハ中等大 ニシテ緻密ナ リ.毛 樣輪帶

ニ於テハ同細胞稍 々多數 ニ存 シ,殊 ニ後方 ニ多 ク

橢圓形又ハ紡錘形 ヲ呈 シ,比 較的大ナ リ,色 素顆

粒ハ鮮明,中 等大 ニシテ緻密 ニ存ス.毛 樣冠部 ニ

於テFontana氏 腔及 ビSchlemm氏 管周圍 ニ 數

箇 ノ生體染色陽性細胞 ア リ,小 圓形 ヲナ シ,色 素

顆 粒ハ微細ナ リ.毛 樣突起 ニ於テハ多數 ノ生體染

色 陽性細胞 ア リ,腫 大 セル類圓形 ノモ ノ多 シ,色

素顆粒 ハ著 明ニ シテ中等大,緻 密 ニ存 ス.

左眼:虹 彩 ニ於 テ實質中 ニ少數 ノ生 體染色陽

性細胞 ア リ,星 芒形又ハ紡錘形 ニシテ小,色 素顆

粒ハ微細 ニ シテ粗,著 明 ナラズ,瞳 孔括約筋 中ニ

モ少數 ノ同細胞 ア リ,紡 錘形 ニシテ小,色 素顆粒

微細 ナ リ.毛 樣輪帶 ニ於 テハ稍 々多數 ノ同細胞 ア

リ,橢 圓形 又ハ紡錘形 ヲナシ,色 素顆粒 ハ著明,

微細ニ シテ緻密 ニ存 ス. Fontana氏 腔及 ビSch

lemm氏 管周圍 ニ數箇 ノ同細胞 ヲ認 ム レ ドモ甚 ダ

小 ニシテ色素顆粒微細 ナ リ.毛 樣突起 ニ於 テハ多

數 ノ同細胞存 シ,橢 圓形又ハ類 圓形 ヲナ シ,色 素

顆粒 ハ鮮 明、中等大,緻 密 ニ存 ス.

本例ニ就 テ左右兩眼 ヲ比較 スルニ, 1)虹 彩 ニ

於 ケル生體染色陽性細胞 ハ右眼 ニ多 ク,生 體染色

性亦右眼 ニ良好 ナ リ,殊 ニ括約筋中ニ存 スル同細

胞 ニ就テ其 ノ差著 明ナ リ. 2)毛 樣輪帶 ニ於 ケル

同細胞 ハ格別 ノ差違 ヲ認 メザ ルモ,右 眼 ノ方染色

性稍々良 好ナル ノ感 ア リ. 3)毛 樣突起ニ於 テハ

同細胞ハ右眼 ノ方稍々少數 ニ シテ,色 素顆粒 モ

稍 々微細ナルガ如 シ.

要之 ,「 ビロ カ ル ビ ン」適 用 眼 ニ在 リテハ,

生體 染 色 性 ハ虹 彩 ニ於 テ ハ多 ク ハ亢 進 シ,毛

樣 輪 帶 ニ於 テ ハ減 弱 シ,毛 樣 突 起 ニ於 テハ對

照 眼 ニ比 シテ 毎 常 生體 染 色性 ノ低 下 ヲ 來 セ

リ.之 ヲ概 括 ス レバ實 驗 側 前眼 部組織 ハ一 般

ニ生體 染 色 性 ヲ減 ズ ル モ ノ ト見做 シ得.

其 ノ3.「 エ ゼ リ ン」試 驗

「エ ゼ リ ン」ノ作 用 ハ 中樞 神 經 ニ對 シ テハ,主 ト

125



370 大 森 操

シテ之 ヲ麻痺 セ シメ,末 梢的 ニハ植物性器官 ノ機

能 亢進竝 ニ隨 意筋 ノ亢奮 ヲ來 ス.眼 ニ對 シテハ

「ア トロビン」ト殆 ビ正反對 ニシテ,之 ヲ點眼 スハ

時ハ動眼神經副交感纎維 ノ機能 ヲ亢進 シ,虹 彩括

約筋 ヲ 刺戟 シテ, 5-15分 後瞳孔縮小 ヲ始 メ, 30

分 ニ シテ 其 ノ極度 ニ 達 シ,持 續12-24時 間ニ シ

テ漸次恢 復 シ,數 日後 ニ至 リテ全 ク常態 ニ復ス.

毛 樣筋亦収縮 シテ調節痙攣 ヲ起 ス.本 劑 ノ眼内壓

ニ對 スル影響 ニ關 シテハ幾多 ノ研 究ア リ,或 ハ眼

内壓 ニ變化ナ シ トシ,或 ハ初期 ノ壓 上昇 ヲ認 メ,

或 ハ初 期 ノ一過性上昇 ノ後壓降下 ヲ招來 ス トナ

ス.而 シテ初 期 ノ壓上昇モ或 ハ三叉神經 ノ刺戟 ニ

因 ル トナシ.或 ハ虹彩毛樣體部 ノ一過 性充血ニ因

ル トナス.又 減壓 ノ原因 ニ關 シテ モ,ア ル學 者ハ

瞳孔 ノ縮 小ニ關係 ア リ トナセ ドモ多 クノ學 者ハ縮

瞳 トハ別 箇ニ扱 フベキモノナ リ トセ リ.又 「エゼ

リン」 ハ眼内 血管 ノ收縮作用 ア リトスル學 者 卜擴

張 作用 ア リ トスル學者ア レ ドモ,諸 家 ノ研究 ヲ綜

合 スルニ「エゼ リン」ノ血管作用 ハ,初 メ血管 ノ充

血 ヲ來 シ,後 チ著明ナル血管 収縮作用 アルモノナ

リ.要 之,健 康眼 ニ對 スル「エゼ リン」ノ作用ハ,

 1)輕 度 ノ眼内壓上昇 ノ後其 ノ減退 ヲ來 シ, 2)血

管 ニ對 シテハ初 メ充血 ヲ來 シ,後 チ收縮 ヲ來 シ,

 3)房 水 ノ産生 及 ビ排出 ヲ促進 シ, 4)眼 新陳代謝

ヲ佳良 ナ ラシム.

第1例　 No. 13. 1600g. ♀　實驗 日數4日.

「カル ミン」注射 總量17cc.

右眼:虹 彩 實質中 ニ少數 ノ生體色染陽性胞ア

リ,形 ハ不定 ナルモ就中細長 ナルモ ノ多 シ,色 素

顆粒極 メテ微細不鮮明 ナ リ.毛 樣輪帶 ニ於テハ少

數 ノ同細胞 ア リ,後 方 ニ稍々多 ク存 シ,細 長形 又

ハ紡錘形 ヲナシテ小,色 素顆粒ハ微細 ニシテ著 明

ナ ラズ.毛 樣突起實質中 ニ稍 々多數 ノ同細胞 ア

リ,星 芒形又ハ類圓形 ヲナシ,色 素顆 粒ハ中等大

ニ シテ粗密 常ナ ラズ,其 ノ胞體 中ニハ小空胞 ヲ有

スルア リ又ハ崩壞 セルア リ.

左眼:虹 彩實質中 ニハ少數 ノ生體染色陽性細

胞 ア リ,小 細長形ナ ルモノ多 ク,色 素顆粒極 メテ

微細不鮮 明ナ リ.毛 樣輪帶 ニ於 テハ稍 々多數 ノ同

細胞ア リ,後 方 ニ多 クシテ細長形又 ハ紡錘形 ヲ呈

シ,色 素顆粒 ハ微細 ニ シテ比較的濃染 セルモ鮮 明

ヲ缺 ク.毛 樣突起實質中 ニハ稍 々多數 ノ同細胞ア

リ,星 芒形又 ハ類圓形 ヲ少シ,突 起 ニヨ リテ隣接

セ ル細胞 ト相連結 セルア リ,往 々胞體 ノ崩 壞セル

ア リ,色 素顆粒ハ鮮明,中 等 大ニ シテ粗密 常ナラ

ズ.

本例 ニ就テ左 右兩眼 ヲ比較 スル ニ, 1)右 眼虹

彩 ニ於 ケル生體染 色陽 性細胞 ハ幾分小 ニシテ其 ノ

數 モ少 シ, 2)右 眼毛樣輪帶 ニ於 ケル同細胞ハ左

眼 ニ比 シテ顆粒稍 々淡染 ス. 3)毛 樣突起中 ノ生

體染色陽 性細胞 ハ右眼 ニ於 テ其 ノ數少 ク,顆 粒ハ

淡 染且粗 ナ リ.

第2例　 No. 29. 2400g. 〓.實 驗 日數5日.

「カル ミン」注射總 量31cc.

右眼:虹 彩 實質中 ニ極 メテ少數 ノ生體染色陽

性細胞 ア リ.形 不整ニ シテ極 メテ少數 ノ微細 ナル

色素顆粒 ヲ包有 ス.毛 樣輪帶 ニテハ稍 々多數 ノ同

細胞 ヲ見 ル,主 トシテ橢圓形 又ハ紡錘形 ヲナ シ,

小 ナル空胞 ヲ有 セルモ ノア リ,色 素顆粒 ハ中等大

ニシテ濃染 シ緻密 ニ存 ス.毛 樣突起 ニ於テハ實質

中 ニ多數 ノ大 ナル同細胞 ア リ,紡 錘形 又ハ類 圓形

ヲナシ,空 胞 ヲ有 スルモ ノ多數 ニシテ又崩壞 セル

モ ノヲ見 ル,色 素顆粒ハ中等大 ニシテ濃染 シ密在

ス.

左眼:虹 彩 實質中ニ極 メテ少 數 ノ生體染色陽

性細胞 ア リ,形 不整 ニシテ極 メテ少數 ノ微細不鮮

明 ナル色 素顆粒 ヲ含有 ス.毛 樣輪帶 ニ於 テハ稍 々

多數 ノ同細胞ア リ,橢 圓形 又ハ紡錘形 ヲ呈 シ,小

ナル空胞 ヲ有 ス ル モ ノモ ア リ,色 素顆粒 ハ中等

大,濃 染密 在 ス.毛 樣突起實質中 ニハ大 ナル同細
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胞 ア リ,紡 錘形又 ハ類圓形 ヲナシ,空 胞 ヲ多數 ニ

有 シ,崩 壞 セルモ ノア リ,色 素顆粒ハ中等大,濃

染 シ,密 度不定 ナ リ.

本例 ニ就 テ左右兩眼 ヲ比較 スル ニ, 1)虹 彩 ニ

於 ケル生體染色陽性細胞數 ハ右眼 ニ於 テ 稍 々多

ク,染 色度亦良 好ナ リ. 2)毛 樣輪帶 ニ於 ケル同

細胞 ハ右眼 ニ於テ稍 々少 キ感 ア リ. 3)毛 樣突起

ニ於 ケル同細胞 ハ右 眼 ノ方稍少 シ.

第3例　 No. 27. 1700g. ♀.實 驗 日數4日.

「カル ミン」注射總量20cc.

右眼:虹 彩實質中 ニ極 メテ少 數 ノ生體染色陽

性細胞 ア リ.形 小 ニシテ不整,極 メテ微細 ナル色

素顆粒 ヲ少數 ニ有 ス.毛 樣輪 帶ニ於 テハ少數 ノ同

細胞ア リ,主 トシテ後方鋸 齒状縁 ニ近 ク存在 シ細

長形ニシテ.色 素顆粒 ハ微細,鮮 明 ヲ缺 ク.毛 樣

突起實質中ニハ稍 々多數 ノ小 ナル同細胞 ア リ,星

芒形又ハ類圓形 ヲナシ,色 素顆粒ハ微細又ハ中等

大 ニシテ粗 ナ リ.

左眼:虹 彩實質中 ニ極 メテ少數 ノ生體染色陽

性細胞 アリ,彩 小 ニシテ不整,極 メテ微細 ナル色

素顆粒少數 ヲ有 ス.毛 樣輪帶 ニ於 テハ少數 ノ同細

胞 ア リ,細 長形 乃至紡錘形 ヲナシ,主 トシテ後方

ニ存在 ス,色 素顆粒 ハ微細 ニシテ緻密 ニ存 ス.毛

樣突起實質中ニハ稍 々多數 ノ同細胞 ア リ,星 芒形

又ハ類圓形 ヲナシ,色 素顆粒 ハ多 クハ中等大 ニシ

テ粗密常 ナラズ.

本例 ニ就テ左右兩 眼 ヲ比較 スル ニ, 1)虹 彩 ニ

在 リテハ生體染色陽性細胞 ノ數ハ右 ニ於テ稍 々多

シ. 2)毛 樣輪帶 ニ於 ケ ル 同細胞 數 ハ 右眼 ニ少

ク,色 素顆粒鮮明 ヲ缺 クモノア リ. 3)毛 樣突起

ニ於 ケル同細胞 ノ數ハ右眼 ニ少 クシテ色素顆粒亦

稍 々小ナ リ.

要之,「エゼリン」適用眼ハ對照眼ニ比 シ

テ,虹 彩ニ於テハ多クハ生體染色性ヲ稍 々亢

進 シ,毛 樣 輪帶 及 ビ毛 樣 突 起 ニ於 テ ハ稍 々生

體 染 色性 ヲ減 ズ.即 チ「エ ゼ リン」試 驗 ハ 「ビ

ロ カ ル ビ ン」試 驗 卜略 ボ同様 ニ シテ 實 驗 側 前

眼 部 組織 ハ生體 染 色性 ヲ減 ズル モ,對 照 眼 ト

ノ差 違 ハ「ピ ロカ ル ピ ン」試 驗 ニ比 シテ稍 々不

明 瞭 ナ リ.

其 ノ4.「 ヂ オ ニ ン」試驗

「ヂオニ ン」ヲ點眼 スル時ハ淋 巴液 ヲ増 シ,脉 管

擴張及 ビ鎭痛 ノ作用ア リ. Salvati氏 ノ研究 ニヨ

レバ,虹 彩収縮筋 及ビ動眼神經纎維 ノ直接興奮 ノ

タメ瞳孔ハ縮小 ス,而 シテ瞳孔 ノ縮小ハ 「ピロカ

ル ピン」ノ添加 及ビ 「ヂオニン」ノ結膜 下注射 ニヨ

リ特 ニ著明 ナ リ ト.尚 ホ同氏 ニ ヨレバ,本 劑ハ眼

内壓 ヲ降下 セシム,殊 ニ結膜 下ニ注射 スル時 ハ其

ノ降下作用著 シ ト云 フ.中 島氏 ハ「ヂオニ ン」及 ビ

硫苦溶液 ヲ家兎眼硝子體 内ニ注入 シテ,眼 壓 ノ降

下及 ビ葡萄膜 特ニ毛 樣突起 ニ於 ケル麻痺性充 血 ヲ

認 メタ リ.而 シテ コノ場 合 ノ眼壓降下ハ恐 ラク毛

樣突 起上皮細胞 ガ,硫 苦及 ビ「ヂオ ニン」ノ麻痺作

用 ニヨリ,機 能的 ニ障碍 セラレ,房 水生産減少 セ

ル タメナラ ント説明セ リ.

即 チ「ヂオニン」適用ハ眼内壓 ヲ降下 シ,淋 巴 ヲ

増 シ,脉 管擴張 ヲ来セ ドモ,之 ヲ連用 シ又ハ多量

ニ用 フル時 ハ,其 ノ麻痺作用 ニ ヨリ,眼 新陳 代謝

ヲ緩 徐ナ ラシムルニ至 ルモノナルベ シ.

第1.點 眼 試驗

第1例　 No. 33, 2300g. 〓.實 驗 日數3日,

「カル ミン」注射總量18cc.

右眼:虹 彩實質 中ニ極 メテ少數 ノ生體染色 陽

性細胞 ア リ,小 紡錘形又 ハ細長形 ニシテ,色 素顆

粒ハ微細,鮮 明 ヲ缺 ク.毛 輪樣帶 ニ於テハ少數 ノ

同細胞 ア リ,後 方 ニ稍 々多 ク,細 長形又ハ紡錘形

ヲナ シ,色 素顆粒ハ微細密在 ス.毛 樣突 起實質 中

ニハ稍 々多數 ノ同細胞 ア リ,紡 錘形又ハ類 圓形 ヲ
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呈 シ,突 起 ニヨ リテ互 ニ連絡 セルア リ,又 崩壞 ニ

頻 セル モ ノア リ,色 素顆粒ハ濃染 シ,中 等大 ニ シ

テ密在 ス.

左眼:虹 彩實質中 ニ少數 ノ生體染 色陽 性細胞

ア リ,主 トシテ類圓形 ヲナシ,色 素顆粒 ハ微細 ニ

シテ緻密 ニ存 シ梢 々鮮明ナ リ.毛 樣輪帶 ニ於 テハ

少數 ノ同細胞 ア リ,紡 錘形又ハ類圓形 ヲ呈 シ,色

素顆粒ハ鮮明 ニシテ中等大,緻 密ニ存 ス,毛 樣突

起實質中 ニハ稍 々多數 ノ同細胞 ア リ,紡 錘形又ハ

類圓形 ヲナシ,突 起 ニヨ リテ隣 接細胞 ト相連絡 セ

ルア リ,又 往々崩壞 セルモ ノア リ,色 素顆粒 ハ鮮

明 ニシテ中等大,密 度不定ナ リ.

本例 ニ就テ左右兩眼 ヲ比較 スルニ, 1)虹 彩 ニ

於テハ生體染色陽性細胞 數ハ右眼 ニ少 クシテ色素

顆粒モ比較的少 數ナ リ. 2)毛 樣輪帶 ニ於 テハ同

細胞 ノ數ハ左右略ボ同樣ナルモ,色 素顆粒ハ右眼

ノ方小 ニシテ不鮮 明ナ リ. 3)毛 樣突起 ニ於テハ

同細胞 數ハ右眼 ニ稍 々多 シ.

第2例　 No. 34. 2420g. 〓.實 驗 日數4日.

「カル ミン」注射總 量24cc.

右眼:虹 彩實質中 ニ少數 ノ生體染色 陽性細胞

ア リ,紡 錘形又ハ類圓形 ヲナ シ,空 胞 ヲ有 スルモ

ノア リ,色 素顆粒 ハ稍 々鮮明 ニシテ微細乃至 中等

大 ニシテ粗密常 ナラズ.尚 ホ虹彩前面 ノ内皮細胞

原形質内 ニ極 メテ微細 ナ ル「カル ミン」顆粒 ヲ認

ム.毛樣輪帶 ニ於テハ稍々多數 ノ同細胞 ヲ見 ル,紡

錘形又 ハ類圓形 ヲナシ,往々空胞 ヲ有 シ,又崩壞 セ

ルモノア リ.色 素顆粒 ハ鮮 明ニ シテ大 サ及 ビ密度

甚 ダ不定 ナ リ.毛 様冠部 ニ於 テ毛樣筋 ノ走行 ニ沿

ヒ少數 ノ同細胞 ア リ,殊 ニFontana氏 腔 及 ビ

Schlemm氏 管周圍 ニ多 シ,主 トシテ紡錘形又ハ橢

圓形 ヲ呈 シ,稀 ニ類圓形 ヲナセルモ ノア リ,色 素

顆粒 ハ微細 ニ シテ粗,稍 々鮮明 ヲ缺 ク.毛 樣突 起

ニ於テハ實質中 ニ多數 ノ同細胞 ア リ,大 橢圓形 又

ハ類圓形 ナルモ ノ多 ク,又 突起 ニヨ リテ隣接細胞

ト相連絡 セルモ ノア リ,又 大ナ ル空胞 ヲ有 シ,崩

壞 ニ頻 セルア リ,色 素顆粒ハ甚 ダ鮮明 ニシテ中等

大,多 クハ緻密 ニ存 ス.尚 ホ毛樣突起 上皮細胞 ノ

深層 ニ位 スルモ ノニハ微細ナル「カル ミン」顆粒 ヲ

認 メ得.

左眼:虹 彩實質中 ニ少數 ノ生體染色陽 性細胞

ア リ,星 芒形紡 錘形又ハ類圓形 ヲナ シ,空 胞 ヲ有

シ,崩 壞 ニ頻セルア リ,色 素顆粒 ハ稍 々鮮 明ニシ

テ其 ノ大 サ竝ニ密度 不定 ナ リ,尚 ホ虹彩前面 ノ内

皮細胞 原形質中ニ色素顆粒 ヲ認 メシム ルモ ノ少數

ニア リ.毛 樣輪帶 ニ於 テハ稍 々多數 ノ生體染色陽

性細胞 ア リ,星 芒形紡錘形又ハ類圓形 ヲナシ,空

胞 ヲ有 シ,崩 壞 ニ頻セルア リ,色 素顆 粒ハ鮮明 ニ

シテ,其 ノ大サ及 ビ密度不定 ナ リ.毛 樣冠部 ニ於

テ毛樣筋纎維 ノ間ニ少數 ノ同細胞 ア リ, Fontana

氏腔 及ビSchlemm氏 管周 圍 ニハ稍々多 シ,細 長

形又ハ類 圓形 ヲナ シ,色 素顆粒 ハ比較的鮮明ニ シ

テ微細乃至 中等大 ナ リ.毛 樣突起 ニ於 テハ其 ノ實

質 中ニ多數 ノ同細胞ア リ,大 橢圓形又 ハ類 圓形 ヲ

ナ シ,空 胞 ヲ有 シ崩壞 ニ頻 セル モノア リ,色 素顆

粒 ハ鮮明 ニシテ中等大,緻 密 ニ存ス.尚 ホ上皮細

胞 深層 ニ位 スルモ ノハ 原形質中ニ微細 ナル 「カル

ミン」顆粒 ヲ有 ス.

本例 ニ就 テ左右兩眼 ヲ比 較スルニ, 1)虹 彩實

質 ニ於テ ハ生體染色陽性細胞數 ハ右眼 ニ稍々多

シ,内 皮細胞 ニ於 テモ然 リ, 2)毛 樣輪帶 ニ於 ケ

ル生體染 色陽性細胞 數ハ右 眼ニ稍 々多 ク,染 色度

モ右眼 ニ稍 々強 シ, 3)毛 樣冠部 ニ於 ケル同細胞

數亦右眼 ニ稍 々多 ク,各 細胞 ノ色素攝取度 モ右眼

ニ強 シ. 4)胞 體 ノ崩壞 セ ル モ ノ右眼 ニ稍 々多

シ.

第3例　 No. 89. 2920g. ♀.實 驗 日數5日

「カル ミン」注射總 量40cc.

右眼:虹 彩實質中 ニハ少數 ノ生體染色陽性細

胞 ア リ,主 トシテ細長形 ヲナシ,色 素顆粒ハ微細
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ニシテ鮮明 ヲ缺 ク.毛 樣輪帶 ニ於 テハ少數 ノ同 細

胞 ア リ,主 トシテ後方ニ存 シ,小 紡錘形又ハ細 長

形 ヲ呈 シ,色 素顆粒 ハ微細 ナルモ濃染 セ リ.毛 樣

冠部 ニ於テFontana氏 腔周 圍及 ビ毛樣筋 纎維 中

ニ極 メテ少數 ノ生體染色陽性細胞 ヲ認 ム,小 紡錘

形 ヲナ シ,色 素顆粒 ハ微細 ニシテ鮮明 ヲ缺 ク.毛

樣突起實質中 ニハ多數 ノ同細胞 ア リ,紡 錘形乃至

類圓形 ヲナ シ,空 胞 ヲ形成 セルモ ノア リ,色 素顆

粒ハ中等大ニ シテ稍 々鮮明 ナ リ.

左眼:虹 彩 實質 中ニ極 メテ少數 ノ生體染色陽

性細胞 ア リ,小 紡錘形 ヲナシ,色 素顆粒 ハ微細 不

鮮明 ナ リ.毛 樣輪 帶ニ於 テハ少數 ノ同細胞 ア リ,

多 クハ後方ニ存 シ,小 紡錘形又 ハ細長形 ニシテ色

素顆粒ハ微細 ニシテ稍 々鮮明 ヲ缺 ク.毛 樣冠部 ニ

於 ケル毛樣筋纎維 中 ニ極 メテ少數 ノ同細胞ア リ.

小紡錘形 ヲナ シ,色 素顆粒 ハ微細 ニシテ不鮮 明ナ

リ.毛 樣突起實質中 ニハ多數 ノ生體染色陽性細胞

ア リ,紡 錘形,星 芒形 又ハ類圓形 ヲ呈 シ,崩 壞 ニ

頻セルア リ,小 空胞 ヲ有 スルア リ,色 素顆粒 ハ中

等大 ニシテ粗密 常ナ ラズ.

本例 ニ就テ左右兩眼 ヲ比較 スルニ各部 ヲ通 ジテ

生體染色陽性細胞ハ其 ノ數右眼 ニ多 ク,染 色度 モ

亦右眼 ニ稍々強 シ.

第2.結 膜 下 注射 試 驗

第1例　 No. 35. 2200g. 〓.實 驗 日數4日.

「カル ミン」注射總量24cc.

右眼:虹 彩實質中ニ少 數 ノ生體染色陽性細胞

ア リ,小 紡錘形 又ハ類 圓形 ヲナシ,色 素顆 粒ハ微

細 ニシテ不鮮 明ナ リ,虹 彩根部 ニ近 ク存在 スル少

數 ノ同細胞ハ稍々大 ニ シテ,色 素顆粒 モ中等大,

稍々鮮明 ナ リ.毛 樣輪 帶ニ於 テハ少數 ノ同細胞 ア

リ,紡 錘 形又ハ橢圓形 ヲナ シ,色 素顆粒ハ微細ナ

レド緻密 ニ存 シ,稍 々鮮 明ナ リ.毛 樣冠部ニ於 テ

毛樣筋纎維 中ニ極 メテ少數 ノ同細胞 ヲ認 ム,細 長

形 ニシテ,微 細 不鮮明ナル色素顆粒 ヲ有 ス.毛 樣

突起 ニ於 テハ實質中 ニ多數 ノ同細胞 ア リ,橢 圓形

又ハ類圓形 ヲ少シ,又 往 々崩壞 ニ頻 セルア リ,色

素顆粒 ハ多 クハ中等大 ニシテ密度一定 セズ.

左眼:虹 彩實質中 ニ極 メテ少數 ノ生體染色陽

性細胞 ア リ,小 紡錘彩 ヲナ シ,色 素顆粒極 メテ微

細 ニシテ粗 ナ リ.毛 樣輪帶ニ於テハ少 數 ノ同細胞

ア リ,紡 錘形又ハ橢圓形 ヲナ シ,色 素顆粒 ハ鮮 明,

微細ニ シテ密在 ス.毛 樣突起 實質中 ニ多數 ノ同細

胞 ア リ,橢 圓形又ハ類圓形 ヲナ シ,往 々崩壞 ニ頻

セルア リ,色 素顆粒ハ著明ナルモ其 ノ大 サ竝ニ密

度 不定 ナ リ.

本例 ニ就テ左右兩眼 ヲ比較 スルニ,各 部 ヲ通 ジ

テ生體染色陽性細胞數ハ右眼 ニ多 ク,且 各細胞 ノ

色素攝取度亦右眼 ニ強 シ.

第2例　 No. 40. 2520g. 〓.實 驗 日數4日.

「カル ミン」注射總量32cc.

右眼:虹 彩實質中 ニ稍々多數 ノ生體染色陽性

細胞 ア リ,星 芒形又ハ類圓形 ニ シテ空胞 ヲ有 スル

モ ノア リ,色 素顆粒ハ其 ノ大 サ 竝 ニ 密度一定 セ

ズ.尚 ホ虹彩前面 ノ内皮細胞 ニ極 メテ 微細 ナ ル

「カル ミン」顆粒少數 ヲ認ム.毛 樣輪帶 ニ於 テハ多

數 ノ生體染色陽性細胞 ア リ,紡 錘形 又ハ橢圓形 ヲ

ナ シ,大 ナル空胞 ヲ有 スルモ ノア リ,色 素顆粒ハ

微細ニ シテ一般 ニ緻密 ニ存 ス. Schlemm氏 管及

ビFontana氏 腔 周圍 ニ少數 ノ同細胞 ア リ,類 圓

形 ヲ呈 シ,微 細 ナル色素顆粒 ヲ少數 ニ有 ス.毛 樣

突起ニ於 テハ,其 ノ實質中ニ多數 ノ同細胞 ア リ,

大 星芒形又ハ類圓形 ヲナシ,往 々崩壞 セルモ ノア

リ,色 素顆粒 ハ鮮明 ニシテ中等大,緻 密 ニ存 ス.

左眼:虹 彩實質中 ニ稍々多數 ノ生體染色陽性

細胞 ア リ,星 芒形又ハ類圓形 ニシテ,小 ナル空胞

ヲ有スルモ ノア リ,色 素顆粒 ハ其 ノ大 サ竝 ニ密度

一定 セズ.毛 樣輪帶 ニ於テハ多數 ノ同細胞 ア リ,

紡 錘形又 ハ橢 圓形 ニ シ テ,色 素顆粒ハ 微細密在
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ス.毛 樣冠部 ニ於 ケル毛樣筋 ノ走行 ニ沿 ヒ極 メテ

少 數 ノ同細胞 ア リ,主 トシテ細長形又ハ小類圓形

ヲナシ,色 素顆粒極 メテ微細 ニシテ鮮明 ヲ缺 ク.

毛 樣突起 ニ於 テハ實質中 ニ多數 ノ同細胞ア リ,星

芒形又 ハ類圓形 ヲナシ,往 々崩壞 セルモ ノア リ,

色素顆粒 ハ鮮明 ニシテ中等大,緻 密 ニ存 ス.

本例 ニ就 テ左右兩眼 ヲ比較 スルニ, 1)虹 彩 ニ

於 ケル生體染色陽性細胞數ハ右眼 ニ稍 々多 シ, 2)

虹彩前面 内皮細胞 ニ於 ケル色 素攝取ハ右眼 ニ ノミ

陽 性ナ リ, 3)其 ノ他 ノ組織 ニ於テハ生體染色性

略 ボ同樣 ナ リ. 4)胞 體 ノ崩壞度右眼稍 々強 シ.

第3例　 No. 90. 3220g. ♀.實 験 日數5日.

「カル ミン」注射總量38cc.

右眼:虹 彩前面内皮細胞 中ニ生體染色陽性細

胞少數 ニア リ,核 ノ兩端 ニ僅 ニ微細 ナル色素顆粒

ヲ有 ス.虹 彩實質中 ニハ小紡錘形 又ハ細長形 ヲナ

セル生體染色陽性細胞 ア リ,色 素顆粒ハ微細 ニシ

テ鮮明 ヲ缺 ク.毛 樣輪 帶ニハ少數 ノ同細胞 ア リ,

細長形又ハ紡錘形 ヲ呈 シ,色 素顆粒ハ微細 ニシテ

密在 ス.毛 樣冠部 ニ於テFontana氏 腔周 圍竝ニ

毛樣筋 纎維中 ニ極 メテ少數 ノ同細胞ア リ,極 メテ

小 ナル類圓形 ヲ呈 シ,色 素顆粒ハ微細 ニシテ密 在

シ,鮮 明 ヲ缺 ク.毛 樣突起實質中 ニハ多數 ノ同細

胞 ア リ,星 芒形,紡 錘形 又ハ類圓形 ヲナ シ,空 胞

ヲ有スル モノア リ,色 素顆粒ハ中等大 ニシテ密在

セ リ.

左眼:虹 彩實質中 ニ極 メテ少數 ノ生體染色陽

性細胞 ア リ,星 芒形又ハ紡錘形 ヲナ シ,色 素顆粒

ハ 微細 ニ シテ鮮明 ヲ缺 ク.毛 樣輪帶 ニ於 テハ少數

ノ同細胞 ア リ,紡 錘形 又 ハ細長形 ヲ呈 シ,色 素顆

粒ハ微細 ニシテ密在 ス,毛 樣冠部 ニ於テFontana

氏腔周 圍竝 ニ毛樣筋纎維 中ニ極 メテ少數 ノ生體染

色 陽性細胞 ア リ,小 類圓形 ヲナ シ,色 素顆粒ハ微

細 ニ シテ鮮 明 ヲ缺 ク.毛 樣突起 ニ於 テハ多數 ノ同

細胞 ア リ,星 芒形 又ハ類 圓形 ヲナシ,空 胞 ヲ有 ス

ル ア リ,色 素顆粒 ハ中等 大ニ シテ密在 ス.

本 例ニ就テ左右兩眼 ヲ比較 スルニ, 1)右 眼ニ

於 テハ虹彩前面内皮細胞 中ニ色素顆粒 ヲ攝取セル

モ ノア リ, 2)虹 彩實質中 ニ於 ケル生體染 色陽性

細胞 數ハ右眼 ニ稍 々多 シ, 3)毛 樣輪 帶 ニ於 ケル

同細胞數 ハ右眼 ニ稍々多 キ感 ア リ. 4)毛 樣突起

ニ於 ケル同細胞數 ハ右眼 ニ稍々多キ感 ア リ.

要 之,「 ヂ オ ニ ン」適 用眼 ハ 對照 眼 ニ 比 シ

テ 一般 ニ 前 眼 部 組織 ニ 於 ケ ル生 體 染 色性 ノ

亢 進 セ ル ヲ 認 ム,殊 ニ 虹彩 前 面 内皮 ニ於 テ

然 リ.

其 ノ5.「 ア ドレナ リ ン」試 驗

「ア ドレナ リン」ノ作用 ハ多種多樣 ナ リト雖 モ,

何 レモ交 感神經 末端 ニ對 スル 刺戟作用 ニ外 ナ ラ

ズ.即 チ瞳孔散大,血 管收縮,脉 搏促進,消 化管

筋 作用抑制等 ヲ來 シ,尚 ホ汗腺,唾 液腺,粘 液腺

等 ニ對 シテハ,分 泌促進的 ニ働 クモノナ リ.「ア ド

レナ リン」ノ局所應用 ニヨル,眼 内壓 ニ 及ボス影

響如何 ニ關 シテハ, Wesselyノ 詳細ナル實驗的研

究以來多數 ノ實驗的竝 ニ臨牀的研究ア リ,諸 學 者

ノ説必ズ シモ一致 セズ ト雖 モ,局 所的 應用直後 ニ

ハ時 トシテ一時的壓上昇 ヲ來 ス事ア レ ドモ後來必

ズ正常以下 ニ 壓降下 ヲ 來 スモノナ リ.「ア ドレナ

リン」點 眼ニ ヨル眼房水分泌抑制ハ 夙 ニWessely

ハ報告 セル所 ニ シテ,水 田,澤 田氏等モ色素移行

量 ノ減少 ヲ記載 セ リ.即 チ「ア ドレナ リン」ハ其 ノ

適用 ニヨ リテ,眼 内壓 ヲ降下セ シメ,血 管收縮 ヲ

來 シ,眼 物質代謝 ヲ緩徐ナ ラシムルモ ノナ リ.

第1.點 眼試 驗

第1例　 No. 35. 2300g. ♀.實 驗 日數6日.

「カル ミン」注射總量35cc.

右眼:虹 彩實質中 ニ少数 ノ生體染色 陽性細胞

ア リ,紡 錘形又ハ橢圓形 ヲナ シ,色 素顆 粒ハ微 細

ニシテ密在 シ,稍 々鮮明 ヲ缺 ク.毛 樣輪 帶ニ於 テ
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ハ稍々多數 ノ同細胞 ア リ,主 トシ テ細長形 ヲ呈

シ,顆 粒ハ緻密ニ存 スルモ鮮 明 ヲ缺 ク. Fontana

氏腔 及 ビSchlemm氏 管周圍 ニ極 メテ 少數 ノ同細

胞ア リ,紡 錘形 又ハ細長形 ニシテ,色 素顆粒 ハ微

細 ニシテ鮮明 ヲ缺 ク.毛 樣突起實質中 ニハ多數 ノ

大 ナル同細胞 ア リ,紡 錘形又ハ類圓形 ヲナ シ,突

起 ニヨ リテ隣接細胞 ト相連絡 セルア リ,空 胞 ヲ有

シ又崩壞セルモ ノ多 數ア リ,色 素顆粒ハ濃染 シ,

中等大 ニシテ密在 ス.

左眼:虹 彩 實質 中ニ少數 ノ生體染色 陽性細胞

ア リ,小 紡錘形 又ハ小橢圓形 ヲナシ,色 素顆粒 ハ

微細 ニシテ鮮 明ヲ缺 ク.毛 樣輪帶 ニ於テハ稍 々多

數ノ同細胞 ア リ,色 素顆粒緻密ニ存 スルモ鮮明 ヲ

缺 ク.毛 樣冠 部ニ於 ケル毛樣筋纎維中及 ビFon

tana氏 腔周圍ニ極 メテ少數 ノ同細胞 ア リ,極 メテ

小ニシテ色素顆粒著明 ナラズ.毛 樣突起 實質中 ニ

於テハ多數 ノ大 ナル同細胞 ア リ,紡 錘形 又ハ類圓

形 ヲナ シ,突 起 ニヨ リテ相連絡セルモ ノア リ,空

胞 ヲ有スルモ ノ,崩 壞 シツツアルモ ノア リ,色 素

顆粒ハ鮮 明ニ シテ中等大,緻 密ニ存 ス.

本例 ニ就 テ左右兩眼ヲ比較 スル ニ, 1)虹 彩 ニ

於 ケル生體染色陽性細胞數ハ右眼 ニ多ク,其 ノ染

色度 モ強 シ, 2)毛 樣輪帶 ニ於 ケル同細胞 ハ,色

素攝取度 ハ右眼 ニ於 テ稍々強 ク,同 細胞數ハ右眼

ニ於テ稍 々少 キ感ア リ, 3)毛 樣突起 ニ於 テハ同

細胞 數ハ右眼 ニ稍々多 ク,色 素攝取度亦強 シ,尚

ホ空胞 形成及 ビ胞體 ノ崩壊度 モ亦右眼 ニ稍 々強 キ

感 ア リ.

第2例　 No. 36. 2400g. 〓.實 驗 日數5日.

「カル ミン」注射總量30cc.

右眼:虹 彩實質 ニ於 テ極 メテ少數 ノ生體染色

陽性細胞 ヲ認 ム,小 紡 錘形 又ハ小類圓形 ヲナシ,

色素顆粒 ハ鮮 明 ヲ缺 キ,微 細 ニシテ粗ナ リ.毛 樣

輪 帶 ニ於 テハ稍 々多數 ノ同細胞 ア リ,主 トシテ後

方ニ多 ク存在 シ,紡 錘形又ハ橢圓形 ニシテ,色 素

顆粒 ハ濃染 シ,中 等大,緻 密 ニ存ス.毛 樣冠部 ニ

於 ケル毛樣筋纎維間及 ビFontana氏 腔周 圍 ニ極

メテ少數 ノ同細胞 ア リ,小 紡錘形 又ハ小類圓形 ヲ

呈 シ,色 素顆粒極 メテ微細 ニシテ鮮 明ヲ缺 ク.毛

樣突起 ニ於 テハ多數 ノ同細胞 ア リ,大 星芒形又ハ

類圓形 ヲナシ,空 胞 ヲ有スルモ ノ及 ビ崩壊 セルモ

ノア リ,色 素顆粒ハ甚ダ濃染 シ中等大 ニシテ緻密

ニ存 ス.

左眼:虹 彩實質 ニ於テ極 メテ少數 ノ生體染色

陽性細胞 ア リ,小 紡錘形又ハ小 類圓形 ヲ呈 シ,色

素顆粒ハ微細 ニシテ密度 一定 セズ.毛 樣輪帶 ニ於

テハ稍多數 ノ同細胞 ア リ,紡 錘形又ハ橢圓形 ヲナ

シ,色 素顆粒ハ濃染 シ,中 等大 ニシテ密在 ス.毛

樣冠部 ニ於 ケル毛樣筋 纎維 及 ビFontana氏 腔周

圍 ニ少數 ノ同細胞 ヲ認 ム,小 紡錘形又ハ類 圓形 ヲ

ナシ,色 素顆粒 ハ極 メテ微細 ニシテ不鮮明 ナ リ.

毛樣突起 ニ於テハ多數 ノ同細胞 ア リ,大 星芒形又

ハ大類圓形 ヲナ シ,空 胞 ヲ有 スルモ ノ及 ビ崩壞 シ

ツツアルモ ノア リ,色 素顆粒 ハ濃染 シ,中 等大 ニ

シテ緻密 ニ存ス.

本例 ニ就テ左右兩眼 ヲ比較 スルニ, 1)虹 彩實

質中 ニ於 ケル生體染色陽性細胞 ハ左右格別 ノ差違

ヲ認 メ難 シ, 2)毛 樣輪帶 ニ於 ケル同細胞 數ハ右

眼 ニ稍々多 ク,色 素攝取度 モ稍 々良 好ナル ノ感 ア

リ. 3)毛 樣突起 ニ於 ケル同細胞ハ數 ニ於 テハ左

右格別 ノ差 異ナキモ胞體ハ右眼稍々大 ニシテ色素

攝取度 モ亦稍 々強 シ.

第3例　 No. 91. 3220g. ♀.實 驗 日數5日.

「カル ミン」注射總 量40cc.

右 眼:虹 彩實質中 ニ於テ極 メテ少 數 ノ生體染

色陽 性細胞 ヲ認 ム,色 素顆粒 微細 ニシテ僅 ニ核 ノ

兩端 ニ存 シ,鮮 明 ヲ缺 ク.毛 樣輪帶 ニ於 テハ稍 々

多 數 ノ同細胞 ア リ,稍 々大ナル紡錘形 又ハ橢圓形

ヲ呈 シ,色 素顆粒ハ微細 ニシテ密 在ス.毛 樣突起

ニ於 テハ實質中 ニ多數 ノ生體染色陽性細胞 ア リ
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星芒形,紡 錘形又ハ類圓形 ヲナシ,突 起 ニヨ リテ

相連 レルモ ノ,崩 壞 セルモ ノア リ,色 素顆粒 ハ概

シテ中等大 ニシテ密在 ス.

左眼:虹 彩實質中 ニ於テ極 メテ少數 ノ生體染

色陽性細胞 ア リ,色 素顆粒微細ニ シテ僅 ニ核 ノ兩

端 ニ存 シ,鮮 明 ヲ缺 ク.毛 樣輪帶ニ於テ稍 々多數

ノ同細胞 ヲ認 ム,稍 々大ナル紡錘形 又ハ類 圓形 ヲ

ナ シ,色 素顆粒 ハ微細 ニシテ密在 ス.毛 樣突起 ニ

於 テハ其 ノ實質中 ニ多數 ノ同細胞 ア リ,星 芒形,

紡 錘形 又ハ類 圓形 ヲ呈 シ,稀 ニ空胞 ヲ形成 セルモ

ノア リ,色 素 顆 粒 ハ 中等 大 ニ シテ密 在 ス.

本例 ニ就テ左 右兩眼 ヲ比較 スルニ, 1)虹 彩 ニ

於 ケル生 體染色陽性細胞ハ左右格別 ノ差違 ヲ認 メ

ズ. 2)毛 樣突起 ニ於 テハ同細胞數ハ右眼 ニ稍 々

多 キ感 ア リ. 3)同 細胞 ノ崩壞度ハ右眼 ニ強 シ.

要 之,「 ア ド レナ リン」適 用 ノ際 ハ實 驗 眼 ト

對 照 眼 トノ間 ニ差 違 ヲ示 ス コ ト著 シカ ラザ ル

モ一 般 ニ,前 眼 部 組 織 ノ生 體 染 色性 ヲ僅 ニ高

ムル ガ如 ク,就 中毛 樣 突 起 ニ於 テ稍 々著 明 ナ

ル ガ如 シ.

第2.結 膜 下 注 射 試 驗

第1例　 No. 41. 2350g. 〓.實 驗 日數4日.

「カル ミン」注射總量32cc.

右眼:虹 彩實質中 ニ極 メテ少數 ノ生體染 色陽

性細胞 ア リ.核 ノ一端 又ハ兩端 ニ微細不鮮明ナル

色素顆粒 ヲ有 ス.毛 樣輪帶 ニ於テハ稍々多數 ノ同

細胞 ア リ,細 長形又ハ紡錘形 ヲナシ,色 素顆 粒ハ

微細 ニシテ緻密 ニ存 ス.毛 樣突起實質中 ニハ多數

ノ同細胞 ア リ,星 芒形,紡 錘形 又 ハ 類圓形 ヲ呈

シ,突 起 ニヨ リテ互 ニ連絡 セルモノア リ,又 空胞

ヲ形成 セルモ ノ多 シ,色 素顆粒 ハ濃染 シ,中 等大

ニ シテ緻密 ニ存 ス.

左眼:虹 彩實質中 ニ生體染色陽性細胞 ヲ認 メ

ズ.毛 樣輪帶 ニテハ同細胞 ハ稍 々多數 ニ存 シ,細

長形又ハ紡錘形 ヲ呈 シ,色 素顆粒 ハ微細 ナ リ.

毛樣突起 ニ於テハ多數 ノ同細胞 ア リ,星 芒形,

紡錘形又ハ類圓形 ヲナ シ,突 起 ニヨ リテ互 ニ連絡

セルモノ及 ビ空胞 ヲ有 スルモ ノア リ,色 素顆粒ハ

濃染 シ,中 等大 ニシテ組 ナ リ.

本例ニ就テ左 右兩眼 ヲ比較 スルニ, 1)虹 彩 ニ

於テ右眼 ニハ僅少 ノ生體染色陽性細胞 ヲ認 ムル

モ,左 眼 ニハ之 ヲ認 メズ. 2)毛 樣輪帶 ニ於 ケル

同細胞ハ右眼ニ其 ノ數 多 ク,色 素攝取度亦稍 々強

シ. 3)毛 樣突 起 ニ於 ケル同細胞 ハ其 ノ數 ニ於 テ

ハ右眼 ノ方劣 レルモ個 々 ノ染色度ハ右眼 ニ強 シ.

 4)毛 樣突起中 ノ同細胞 ニ就 テ,空 胞形成 アルモ

ノハ右眼 ニ多 シ.

第2例　 No. 44. 2520g. ♀.實 驗 日數4日.

「カル ミン」注射總量32cc.

右眼:虹 彩實質中及 ビ括約筋纎維 中ニ少數 ノ

生體染色陽性細胞 ア リ,細 長形又 ハ紡 錘形 ヲナ

シ,色 素顆粒ハ不鮮明,微 細 ニシテ粗ナ リ.毛 樣

輪帶 ニ於 テハ少數 ノ同細胞 ア リ,細 長形又ハ紡錘

形 ヲナ シ,色 素顆粒ハ微細 ニシテ緻密 ニ存 ス.毛

樣突 起實質中 ニハ多數 ノ同細胞ア リ,紡 錘形 又ハ

類 圓形 ヲナシ,色 素顆粒 ハ濃染 シ,中 等大ニ シテ

緻密 ニ存 ス.

左眼:虹 彩實質中 ニ極 メテ少數 ノ生體染色 陽

性細胞 ア リ,細 長形 ニシテ,微 細不鮮明 ナル色素

顆粒 ヲ少 數 ニ有 ス.毛 樣輪帶 ニ於 テハ少數 ノ同細

胞 ア リ,細 長形 又ハ紡錘形 ヲナシ,色 素顆粒ハ微

細 ニシテ緻密 ニ存 ス.毛 樣突起 ニ於 テハ多數 ノ同

細胞 ア リ,紡 錘形,星 芒形又 ハ類圓形 ヲナシ,色

素顆粒ハ中等大 ニシテ緻密 ニ存 ス.

本例 ニ就テ左右兩眼 ヲ比較 スルニ, 1)虹 彩 ニ

於 テハ生體染色 陽性細胞 ハ右眼 ニ其 ノ數多 ク,色

素攝取度亦強 シ. 2)毛 樣輪帶 ニ於 テハ同細胞 數

ハ右眼 ニ多 ク,且 色素攝取度強 シ. 3)毛 樣突起

ニ於 テハ同細胞數ハ右眼 ニ稍々少キ感ア リ,但 シ
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色 素 顆 粒 ハ右 眼 ニ大 ニ シ テ色 素 攝 取度 強 シ.

第3例　 No. 92. 2920g. 〓.實 驗 日數5日.

「カル ミン」注 射 總 量40cc.

右 眼:虹 彩 實 質 中 ニ於 テ少 數 ノ生 體 染 色 陽 性

細胞 ア リ,小 紡錘形又ハ細長形 ニシテ色素顆粒ハ

微細 ニシテ鮮明 ヲ缺 ク.毛 樣輪帶 ニ於 ケル同細胞

ハ稍 々多數 ニ存 シ,紡 錘形 又ハ類 圓形 ヲ呈 ス,色

素顆粒 ハ概 シテ中等大,緻 密 ニ存 ス.毛 樣突起 ニ

於 テハ實質中 ニ多數 ノ同細胞 ア リ,星 芒形,紡 錘

形,類 圓形 ヲ呈 シ,突 起 ニヨ リテ相連 レルモ ノア

リ,崩 壞セルモ ノア リ,稀 ニ空胞 ヲ形成セ リ,色

素顆粒 ハ中等大 ニシテ密在 ス.

左眼:虹 彩實質中 ニハ極 メテ少數 ノ生體染色

陽性細胞ア リ,色 素顆粒ハ微細 ニシテ僅 ニ認 メ得

ル ニ過 ギズ.毛 樣輪帶 ニ於テハ稍々多數 ノ同細胞

ア リ,主 トシテ紡錘形 ヲナシ,色 素顆粒 ハ中等大

ニシテ密在 ス.毛 樣突起 ニ於 テハ多數 ノ同細胞 ア

リ,星 芒形 又ハ類圓形 ヲナ シ,突 起 ニヨ リテ相連

レルア リ,色 素顆粒 ハ中等大 ニ シテ密在 ス.

本例 ニ就テ左右兩眼 ヲ比較 スルニ, 1)虹 彩 ニ

於 ケル生體染色 陽性細胞 ハ右眼 ニ多 シ. 2)毛 樣

輪帶 ニ於 ケル該細胞 ハ右眼稍 々濃染 セ リ. 3)毛

樣突起 ニ於 ケル該細胞 ハ左右格別 ノ差異 ヲ認 メザ

ルモ,胞 體 ノ崩壞度右眼 ニ稍 々強 シ.

要之,「 ア ドレナ リン」結 膜 下 注射 ハ,同 劑

ヲ點 眼 セ シ ト同樣,實 驗 側 前 眼部 諸 組 織 ニ於

ケ ル生 體 染 色 性 ヲ一 般 ニ高 ムル ヲ知 ル.但 シ,

結 膜 下 注 射 ハ點 眼 ニ比 シテ成 績 著 明 ニ シテ確

實 ナ ル如 シ.尚 ホ點眼 ノ場 合 ハ實驗 眼 ノ虹彩

及 ビ毛 樣 輪 帶 ニ生體 染 色性 ノ亢 進 著 明 ナ ラズ

シテ,毛 樣 突起 ニ之 ガ著 明 ナ リ シガ,結 膜 下

注 射 ノ際 ハ其 ノ成 績 全 ク之 ニ 反 セ リ.

第3.墨 汁注 射 試 驗

靜脉 内 ニ注射 サ レタル墨汁ハ結締織内 ノ組織球

性細胞 ニ攝取サルル事「カル ミン」生體染色 ニ比 シ

テ甚 ダ困難ナルガ故ニ,余 ノ實驗 ニ際 シテ,墨 汁

注射試驗 ハ大 ナル意義 ヲ有 セズ.併 シ乍 ラ,「ア ド

レナ リン」ノ網状 内皮細胞系統 ニ及 ボス 影響 ノ研

究ニ際 シ,先 人屡 々墨汁 ヲ用 ヒ,余 ガ「カル ミン」

注射 ニ ヨリテ眼球 ニ於テ得 タル成績 ト聊 カ相反 ス

ルガ如 キ結果 ヲ報告 セ リ.竝 ニ本 試驗 ヲ追加 スル

所 以 ナ リ.

「ア ド レナ リ ン」適用 ガ網 状 内皮 細胞 ノ墨 汁貪 喰

ニ對 シ テ如 河 ナ ル影響 ヲ及 ボ ス ヤ ニ關 シ テハ 未 ダ

定 説 ナ シ. Haendel u. Maletハ 海〓 ニ就 テ「ア ド

レナ リ ン」ヲ皮 下 ニ 注 射 シ, 15分 後 ニGunther

 Wagner墨 汁 ヲ心 臟 内 ニ注 射 シ,更 ニ15分 ヲ經 テ

動 物 ヲ屠 殺 シ,網 状 内皮 系 統 ノ墨 ニ對 ス ル貪喰 能

力 ヲ,主 要各 臟 器 ニ就 テ檢 索 シ,「 ア ドレナ リ ン」

ハ 墨 ニ對 ス ル貪 喰 能 力 ヲ減 少 セ シム ルモ ノ トノ結

論 ニ到 達 セ リ. Radtハ 家 兎 ニ就 テ 唐 墨 ノ靜 脉 内

注 射 ヲ行 ヒ,被 膜 ヲ剥 離 セ ル 腎 臟 及 ビ 腸 蹄 係 ニ

「ア ドレナ リ ン」ヲ 局 所 的 ニ 適用 シ,又 稀 薄 ナ ル

「ア ドレナ リ ン」ヲ門脉 内 ニ注射 シ,夫 々腎,腸 及

ビ肝 ノ墨 汁貪 喰 ニ 及 ボ ス 影 響 ヲ檢 索 シ,「 ア ド レ

ナ リン」適用 ハ,其 ノ 部 ニ於 ケル毛 細 管 内及 ビ内

皮 細 胞 内 ニ墨 汁顆 粒 ノ増 加 ヲ來 セ シ ム ル ヲ報 告 セ

リ.

余 ハ 家 兎 ニ就 テ,唐 墨 ヲ用 ヒ,吾 人 ガ 日常 筆 書

ス ル ヨ リモ稍 々濃 厚 ナ ル程 度 ノ生 理 的 食 鹽 水 墨 汁

ヲ製 シ, Pro kg 5.0ccヲ 毎 日1囘 耳靜 脉 ヨ リ 注

射 シ,傍 ラ毎 日1囘,千 倍「ア ドレナ リ ン」0.2cc

ヲ右 眼球 結 膜 下 ニ 注射 シ,墨 汁 最 後 ノ注 射 ヨ リ約

24時 間 ヲ經 テ動 物 ヲ屠 殺 セ リ.眼 球 ハ 「フ オル マ

リ ン」固定,「 チ エ ロイヂ ン」切 片 トナ シ,前 眼 部 ニ

於 ケル墨 汁顆 粒 ノ貪 喰 状 態 ニ就 キ左 右兩 眼 ヲ比 較

檢 索 セ リ.實 驗 日數 ハ6日 乃 至8日 トス.

第1例　 No. 102. 2050g. 〓.實 驗 日數8日.

墨 汁注 射 總 量78cc.
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右眼:虹 彩實質中 ニ於 ケル毛細血管内皮 ニ,

小 ナル墨汁顆 粒 ヲ認ム.顆 粒 ハ相集 リテ小塊 ヲナ

セルモ ノモア リ.毛 樣輪帶 ニ於 テハ甚 ダ少數 ノ微

細 ナル墨汁顆粒 ヲ貪喰 セル遊 走細胞 數箇 ヲ認ム.

毛細血管 内皮 ニハ少數 ノ墨 汁顆粒 ヲ認 メ得.毛 樣

冠部 ニ於 ケル毛樣筋 走行中 ニ墨 汁顆粒 ヲ貪喰 セル

遊走細胞極 メテ少數 ニ存 ス.

毛樣突起 ニ於 テハ毛 細血管内皮 及ど遊走細胞中

ニ稍 々多 數 ノ墨汁顆粒存 シ墨 汁顆粒 ハ稍 々大 ナル

塊状 ヲナセルモ ノモア リ.

左眼:虹 彩,毛 樣體 ニ於 ケル,墨 汁顆粒 ノ分

布状態 ハ右眼 ト略 ボ同樣 ナル モ,其 ノ量 ニ於 テハ

右眼 ニ比 シテ一般 ニ少量ナ リ.

本例 ニ就 テ左右兩眼 ヲ比較 スル ニ,一 般 ニ各部

ヲ通 ジテ墨汁顆粒沈着度右眼 ニ強 シ.殊 ニ虹彩組

織 ニ於 テ其 ノ差違著明ナ リ.

第2例　 No. 103. 2250g. ♀.實 驗 日數6日

墨 汁注射總量60cc.

右眼:虹 彩實質中 ニ於 テハ毛細血管内皮 ニ少

數 ノ墨汁顆粒 ヲ認ム.毛 樣輪 帶 ニ於 テハ墨汁顆粒

ヲ有 スル遊走細胞極 メテ少數 ニ存 ス.毛 樣突起 ニ

於 テハ毛細血管内皮 ニ墨 汁顆粒 ヲ有 スル モ ノヲ少

數 ニ見 ル.又 同顆粒 ヲ有スル遊走細胞比較的多數

ニア リ,主 トシテ核 ノ兩端 ニ顆粒 ヲ有 ス.

左眼:虹 彩 ニ於 テハ殆 ド墨汁顆粒 ヲ認 メズ.

毛 樣突起 ニ於 テハ實質 中 ノ毛細 血管内皮及 ど遊走

細胞 ニシテ墨 汁顆粒 ヲ有 スルモ ノ少數 ニ存 ス.

本例 ニ就テ左 右兩眼 ヲ比較 スルニ,各 部 ヲ通 ジ

テ右眼 ニ於テ墨顆粒沈着強 シ,殊 ニ虹彩及 ビ毛 樣

輪 帶 ニ於テ著 明ナ リ.

第3例　 No. 104. 2280g. ♀.實 驗 日數6日

墨 汁注射總量60cc.

右眼:虹 彩實質中 ニ於 ケル毛細血管内皮 ニ少

數 ノ極 メテ微細 ナル墨汁顆粒 ヲ認 ム.毛 帶輪 帶 ニ

於 テハ墨 汁顆粒 ヲ有 スル遊走細胞 ヲ極 メテ少數 ニ

見 ル.毛 樣突起實質中 ニハ墨 汁顆粒 ヲ有 セル遊 走

細胞少數 ニ存 ス,顆 粒 ハ概 シテ微細ナルモ,稀 ニ

中等大 ノモ ノア リ.

左眼:虹 彩 實質中 ニ於ケル毛細血管内皮 ニ極

メテ少數 ノ墨汁顆粒存 ス.毛 樣輪帶 ニ於テハ少數

ノ墨汁顆粒 ヲ有 スル細胞 ヲ極 メテ稀 ニ認 メ得.毛

樣突起ニ於テモ甚 ダ微細 ナル墨汁顆粒 ヲ有 スル同

細胞 ヲ極 メテ稀 ニ見 ル.

本例 ニ就テ左右兩眼 ヲ比較 スルニ,各 部 ヲ通 ジ

テ墨汁顆粒 沈着度 ハ右眼 ニ強 シ.

要 之,本 實 驗 ニ於 テ ハ墨 汁 顆粒 ハ 虹彩 ニ於

テ ハ主 トシテ 毛細 血 管 就 中毛 細 血 管 内 皮 ニ沈

着 シ,毛 樣 體 ニ於 テハ組 織 球 性 細 胞 ノ之 ヲ貪

喰 セル モ ノア リ,殊 ニ毛 樣 突 起 ニ於 テ著 シ,

而 シテ 各 例 ヲ通 ジテ墨 汁顆 粒 沈 着 度 ハ實驗 眼

ニ強 シ,殊 ニ虹 彩 ニ於 テ其 ノ差 違 著 明 ニ シテ,

「リチ オ ンカ ル ミン」生體 染色 ヲ行 ヘ ル實驗 成

績 ト一致 ス ル ヲ見 ル.

前 述 ノ如 クHaendel u. Maletハ 「ア ドレ

ナ リン」 ノ適 用 ハ 一般 網 状 内皮 細 胞 系 統 ノ貪

喰能力減退ヲ招來セシムル事ヲ報ゼリ.余 ガ

眼球 ニ於 テ行ヘル實驗ニ於テハ,實 驗眼ニ於

テ墨汁沈着度亢進 セルヲ見,寧 ロRadtノ 成

績 ニ近似 ス.此 現象ハ當該細胞 ノ貪喰機能亢

進ニアラズシテ,寧 ロ色素排泄機能ノ減退ニ

因ルモノ ト解 スベキモノナ リ(考按參照).從

テHaendel u. Maletノ 成績 ト必ズシモ相反

スル成績 ニアラザルベ シ.即 チ氏等ハ貪喰能

力ノ減退 ヲ報 ジ,余 ハ排泄能力ノ減退ヲ認 メ,

共ニ色素新陳代謝障碍 ヲ起 セシモノニ外ナラ

ズ.

其ノ6.高 張食鹽水結膜下注射試驗

高張食鹽水ノ結膜下注射ハ眼房水内蛋白質ノ現
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出 ヲ増加 セシメ,又 房水 ノ食鹽量 ヲ増加 セシム.

而 シテ コ ノ機 轉ハ注射 ガ結膜 ニ與 フル刺戟 ノ反射

作用 ト,食 鹽 が眼内 ニ擴散 シ,直 接 ニ血管 ヲ刺戟

スル作用 トニ ヨリテ惹起サ ルルモ ルニシテ,眼 物

質代謝 ヲ旺盛 ナラシム.

第1例　 No. 23. 1720g. ♀.實 驗 日數6日.

「カル ミン」注射總量20cc.

右眼:虹 彩實質中 ニ於 テ少數 ノ生體染 色陽 性

細胞 ア リ,紡 錘形 ヲナシ又ハ核 ノ一端或 ハ兩端 ニ

僅少 ノ色素顆粒 ヲ有 セルモ ノア リ,色 素顆粒 ハ微

細,鮮 明 ヲ缺 ク.又 虹彩前面内皮細胞 ニ於 テ核 ノ

兩端 ニ僅少 ノ微細 ナル色素顆粒 ヲ有 セ ル モ ノア

リ.毛 樣輪帶 ニ於 テハ少數 ノ生體染色陽 性細胞 ア

リ,紡 錘形 又ハ橢圓形 ヲ呈 シ,色 素顆粒 ハ濃染 ン,

微細 ニシテ緻密 ニ存 ス. Fontana氏 腔 及 ビSch

lemm氏 管周圍 ニ於テ極 メテ少 數 ノ生體染色陽性

細胞 ヲ認 ム,類 圓形 ヲナ シ,色 素顆粒 ハ微細 ニシ

テ鮮 明 ヲ缺 ク.毛 樣突起ニ於 テハ多 數 ノ大 ナル同

細胞 ヲ認 ム,紡 錘形,橢 圓形又 ハ類圓形 ヲナシ,

又空胞 ヲ形成 セル モノア リ,色 素顆粒ハ濃染 シ,

中等大 ニシテ緻密 ニ存 ス.

左眼:虹 彩實質中ニハ少數 ノ生體染色 陽性細

胞 ヲ見 ル,紡 錘 形 ヲナセルモ ノ又ハ核 ノ一端或 ハ

兩端 ニ僅少 ノ色素顆粒 ヲ有 セルモ ノア リ,該 顆粒

ハ微細 ニシテ鮮 明 ヲ缺 ク.毛 樣輪帶 ニ於テハ稍 々

多數 ノ同細胞 ア リ,細 長形又ハ紡錘形 ヲナ シ,色

素顆粒ハ鮮明ニシテ微細.緻 密ニ存 ス. Fontana

氏腔及ビSchlemm氏 管周圍 ニ少數 ノ同細胞 ア リ,

細長形 又ハ類 圓形 ヲナシ,色 素顆 粒ハ微細鮮明 ヲ

缺 ク.毛 樣突起 ニ於 テハ多數 ノ同細胞 ア リ,紡 錘

形乃至類 圓形 ヲ少シ,空 胞 ヲ有スルモ ノア リ,色

素顆粒 ハ極 メテ濃染 シ,中 等大緻密 ニ存 ス.

本 例ニ就テ左右兩眼 ヲ比較 スル ニ, 1)虹 彩實

質中ニ於 ケル生體染色陽性細胞數ハ右眼 ニ少 クシ

テ,色 素攝取度 モ左眼 ニ比 シテ稍 々弱 シ. 2)右

眼 ノ虹彩前面 内皮細胞 ニハ色素顆粒 ヲ攝取 セルモ

ノヲ認 ム レドモ,左 眼 ニハ之 ヲ認 メズ. 3)毛 樣

輪 帶 ニ於 ケル 生 體 染 色 陽 性 細胞 數ハ右眼 ニ少

クシテ色素攝取 モ左眼 ニ比 シテ 不鮮明 ナ リ. 4)

 Fontana氏 腔及 ビSchlemm氏 管周圍 ニ於 ケル同

細胞 數ハ右眼 ニ多 シ. 5)毛 樣突起 ニ於 ケル同細

胞 數ハ右眼 ニ少 クシテ,色 素攝取度 モ左 眼 ニ比 シ

テ不鮮明 ナ リ,空 胞形成亦右眼ニ少 シ.

第2例　 No. 24. 1700g. ♀.實 驗 日數6日.

「カル ミン」注射總量20cc.

右眼:虹 彩實質中ニ極 メテ少數 ノ生體染色 陽

性細胞 ア リ,紡 錘形 ヲナ シ核 ノ兩端 ニ僅 ニ微細ナ

ル色素顆粒 ヲ有 ス 毛 樣輪帶 ニ於 テハ少數 ノ同細

胞 ア リ,細 長形 ニシテ色素顆粒ハ比較的 不鮮明 ナ

リ. Fontana氏 腔 及 ビSchlemm氏 管周圍ニ極 メ

テ少數 ノ同細胞 ヲ認 ム,色 素顆粒微細 ニシテ不鮮

明 ナ リ.毛 樣突起 ニ於 テ ハ 稍 々多數 ノ同細胞 ア

リ,紡 錘形,橢 圓形 又ハ類圓形 ヲナ シ,空 胞 ヲ有

スルモ ノア リ,色 素顆粒數竝 ニ大 サ中等度 ナ リ.

左眼:虹 彩實質中 ニ極 メテ少數 ノ生體染色陽

性細胞 ア リ,微 細 ナル色素顆粒 ヲ少 數ニ有 ス.毛

樣輪帶 ニ於 テハ 少數 ノ同細胞 ア リ,細 長形 ヲナ

シ,色 素顆粒微細 ニシテ著明ナ ラズ.毛 樣冠 ニ於

ケル毛 樣筋纎維 中ニ極 メテ少數 ノ同細胞 ア リ,細

長 形 ニシテ色素顆粒微細,不 鮮 明ナ リ.毛 樣突起

ニ於テハ稍 々多數 ノ同細胞ア リ,紡 錘形,橢 圓形

又 ハ類圓形 ヲナシ,空 胞 ヲ有 スルモ ノア リ,色 素

顆粒ハ中等大 ニシテ鮮 明ナ リ.

本例 ニ就テ左右兩眼 ヲ比較 スルニ, 1)虹 彩ニ

於 ケル生體染色 陽性細胞 數ハ右眼 ニ多 シ. 2)毛

樣輪帶 ニ於 ケル同細胞 數ハ左 有差 違 ヲ認 メザ ル

モ,胞 體ハ右眼 ノモ ノ稍 々小 ナ リ. 3)右 眼 ニ於

テハ毛樣冠部Fontana氏 腔及 ビSchlemm氏 管周

圍 ニ生體染色陽性細胞 ヲ少數認 ム レドモ,左 眼 ニ

於テハ,毛 樣筋纎維中 ニ少數之 ヲ認 ム ル ノ ミ.
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4)毛 樣突起 ニ於 ケル同細胞ハ數 ニ於 テ左右差違

ヲ認 メザ ルモ,色 素顆粒 ハ右眼 ニ於テ稍 々小ナル

ノ感 ア リ.

第3例　 No. 93. 2670g. ♀.實 驗 日數5日.

「カル ミン」注射總量40cc.

右眼:虹 彩前面内皮細胞 中ニ極 メテ微細 ナル

色素顆粒 ヲ有 スルモ ノア リ.虹 彩實質中ニハ少數

ノ生體染色陽性細胞 ア リ,星 芒形 又ハ紡錘形 ヲ呈

シ,色 素顆粒 ハ概 シテ中等大 ニ シテ 粗密 常 ナ ラ

ズ.毛 樣輪帶 ニ於 ケル同細胞 ハ.少 數 ニ存 シ.主

トシテ紡錘形 ヲナ シ,色 素顆粒 ハ中等大 ニシテ緻

密 ニ存 ス. Fontana氏 腔及 ビSchlemm氏 管周圍

ニ,極 メテ少 數 ノ同細胞 ヲ認 ム,主 トシテ類圓形

ヲ呈 シ,色 素顆 粒ハ微細 ニ シテ鮮明 ヲ缺 ク.毛 樣

突起 ニ於テハ多數 ノ同 細胞 ア リ,紡 錘形又ハ類 圓

形 ヲ呈 シ,空 胞 ヲ有 スルモ ノ多數 ア リ,色 素顆粒

ハ中等大 ニ シテ緻密 ニ存 ス.

左眼:虹 彩實質 中ニ極 メテ少數 ノ生 體染色陽

性細胞 ア リ,紡 錘形又 ハ星芒形 ヲ呈 シ,色 素顆粒

ハ微細 不鮮明少 リ.毛 樣輪帶 ニ於テハ稍 々多數 ノ

同 細胞 ア リ,紡 錘形 ヲ呈 シ,空 胞 ヲ有スルモ ノア

リ,色 素顆粒ハ 中等大 ニシテ密在 ス.毛 樣突起 ニ

於 テハ多數 ノ同細胞 ア リ,星 芒形,紡 錘形 又ハ類

圓形 ヲ呈 シ,空 胞 ヲ有 スルモ ノア リ,色 素顆粒 ハ

中等大 ニシテ緻密 ニ存 ス.

本例 ニ就テ左右兩眼 ヲ比較 スルニ, 1)虹 彩 ニ

於 ケル生體染色陽性細胞 ハ,右 眼 ニ多 ク,染 色度

モ強 シ,殊 ニ内皮細胞 ニ於 テハ右眼 ニノ ミ陽性ナ

リ. 2)毛 樣輪 帶 ニ於 テ ハ右眼 ニ稍 々少 シ. 3)

 Fontana氏 腔 及 ビSchlemm氏 管周圍 ニ於 テハ同

細胞ハ只右眼 ニ ノミ陽性ナ リ. 4)毛 樣突起 ニ於

テハ同細胞ハ右眼 ニ稍々少キ感 ア リ.

要 之,實 驗 眼 ニ於 テ ハ,部 分 的 ニハ(例 之,

 Fontana氏 腔 及 ビSchlemm氏 管 ノ周 圍)生

體染色性ヲ亢ムル事 アルモ,一 般的ニハ對照

眼ニ比 シテ前眼部組織生體染色性ヲ減ズルヲ

認 ム.

上記實驗成績ヲ表示スシバ次 ノ如 シ.

(註.括 弧 ヲ有 スル+ハ 括弧 ヲ有セザル+

ヨリモ稍々弱キヲ示 ス).

第1表　 「ア トロ ピン」點 眼試 驗

第2表　 「ピロ カ ル ピン」點眼 試 驗

第3表　 「エゼ リン」點眼試驗
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第4表　 「ヂオニン」點眼試驗

第5表　 「ヂオニン」結膜下注射試驗

第6表　 「ア ド レナ リン」點 眼試 驗

第7表　 「アド レナリン」結膜下注射試驗

第8表　 墨汁注射試驗

第9表　 高張食鹽水結膜下注射試驗

第5章　 考 案

上記實驗成績ニ現ハ レタル,生 體染色陽性

細胞中ニハ,造 結締織細胞,結 締織細胞,内

皮細胞,上 皮細胞等 アルモ,常 ニ最モ著明ナ

ル生體染色ヲ現ハスモノハ,組 織球性細胞ナ

ルコト此處ニ贅言 ヲ要 セズ.而 シテ組織 球性

細胞ノ分布状態ハ孰 レノ例ニ於テモ,大 體毛

樣突起實質中ニ最モ多ク,次 デ毛樣輪帶ニシ

テ虹彩 ニ最モ少 シ.

上記實驗成績 ヲ通覽スルニ,「 ア トロピン」

試驗ニ於テハ生體染色陽性細胞 ハ,一 般ニ實

驗眼 ニ多 ク,且 各細胞 ノ生體染色度 モ亦強

ク,「 ピロカルピン」試驗ニ於テハ,生 體染色

陽性細胞ハ實驗眼ニ少ク,且 各細胞ノ生體染

色度モ亦弱 シ.「エゼリン」試驗モ「ピロカル

ピン」試驗 ト略ボ同樣ナル成績 ヲ示シ,「ヂオ
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ニン」試驗及 ビ「アドレナリン」試驗ハ,實 驗

眼 ニ於テ生體染色陽性細胞多 ク,且 各細胞 ノ

生體染色度 毛亦強シ.高 張食鹽水結膜下注射

試 驗 ニ於 テハ同細胞 ハ,實 驗眼 ニ於 テハ

Fontana氏 腔及 ビSchlemm氏 管周圍ニ増加

セルモ,一 般的ニハ對照眼 ヨリモ少數ナリ.

上記諸實驗ニ共通ナル點ハ,「 ア トロピン」

「ヂオニン」「ア ドレナリン」等ノ如ク,之 ヲ眼

ニ連用スル事ニ ヨリテ,其 ノ物質代謝ヲ緩漫

ナラシムル藥劑 ハ,前 眼部組織 ノ生體染色性

ヲ亢進 セシメ,反 之,「 ピロカルピン」「エゼ

リン」高張食鹽水等ノ如ク,之 ヲ眼ニ連用ス

ル事ニヨリテ,其 ノ物質代謝ヲ亢進セシムル

モノハ,前 眼部組織ノ生體染色性ヲ減退 セシ

ムル事ナリ.上 記ノ如 ク,一 定 ノ藥劑ヲ用 ヒ,

生體染色性ニ變化ヲ來 セシ場合,當 該藥劑 ノ

有スル諸多ノ生物學的作用中,孰 レノ作用ガ

之ニ對 シテ重大ナル意義 ヲ有スルカハ甚ダ困

難ナル問題ナ リ.然 レドモ本實驗ニ於テハ前

眼部組織 ノ生體染色性 ハ,當 該藥劑適用ノ結

果起ルべキ眼物質代謝 ノ異常 ト密接ナル關係

ニ存スベキハ,想 像ニ難カラズ.然 ラバ組織

或 ハ之 ヲ構成 スル細胞 ノ物質代謝 ト,其 ノ生

體染色度 トハ如何ナル關係ヲ有 スルモノナル

ヤ.細 胞 ノ物質代謝ハ當該細胞ガ一方胞體外

ヨリ一定 ノ物質ヲ取 リ入 レ,他 方之ガ分解産

物 ヲ胞體外ニ排出スル事ニヨリテ營マルルモ

ノニシテ,細 胞ノ色素新陳代謝 モ亦然 リ.細

胞ノ色素新陳代謝ヲ顯微鏡下ニ窺 フ事ハ至難

ノ業ナルガ,木 下及 ビ菅井氏ハMikromani

pulatorヲ 用ヒテ,興 味 アル 實驗ヲ行ヘリ.

氏等ハ「メチール ビオ レツ ト」ノ小塊ヲ生 「ア

メーバ」或ハ生白血球 ノ原形質ニ接着セシメ

テ持續的ニ鏡檢セシニ,色 素塊ニ接 スル原形

質 ハ暫時ニシテ着染サ レ,漸 次其ノ部ニ色素

顆粒ヲ形成ス.コ ノ顆粒ハ其ノ後細胞 ノ進行

方向 ト反對ノ方向ニ移動 シテ胞體ノ後部ニ來

リ,一 定時ノ後原形質 ノ被膜 ヲ有セルママ胞

體外ニ放出サルルヲ見タリ.即 チ一定 ノ色素

ヲ生體ニ注射スル時ハ或種ノ細胞ハコノ色素

ラ攝取シ,他 方之ニ一定ノ變化ヲ與ヘタル後

胞體外ニ排出ス.當 該細胞ニシテ色素攝取量

ガ色素分解排出量 ヲ凌グ時ハ,本 細胞ハ鏡下

ニ於テ生體染色陽性 トシテ現ハ レ,又 兩者ノ

量相等 シカリシモノ,又 ハ兩機轉 ヲ全ク缺ク

モノハ,鏡 下ニ於テ生體染色陰性ノ細胞 トシ

テ現ハルル理ナ リ.次 ニ生體染色陽性細胞ノ

色素攝取力ガ生體染色續行中ニ從來 ヨリモ亢

進スルカ,又 ハ色素分解排出力ガ減退スル時

ハ,本 細胞ハ生體染色性ノ亢進 ヲ來 シ,反之,

色素攝取力ガ減退スルカ又ハ色素排泄力ノ亢

進スル時 ハ,當 該細胞ノ生體染色性ノ減退ヲ

來 スモノナ リ.而 シテ眼組織ニ於ケル本實驗

ノ結果ハ,一 般ニ眼物質代謝ヲ亢進セシムル

藥劑 ノ適用ハ前眼部組織 ノ生體染色性 ヲ降下

シ,眼 物質代謝 ヲ減退セシムル藥劑ハ之ニ反

スル結果 ヲ齎 ラスモノナルガ故 ニ,眼 物質代

謝 ノ亢進ハ前眼部組織生體染色陽性細胞 ノ色

素分解排出力ノ増進ヲ來 スカ,或 ハ色素攝取

力ノ減退ヲ來スカニ在 リ.尚 ホ眼物質代謝ノ

減退ハ之 ト全ク反對ノ機轉ニ因ルモノナルベ

キナジ.乍 併,眼 物質代謝ノ亢進ニ際 シ,眼

組織細胞ノ色素攝取力ノ平常 ヨリ減退スルコ

トハ有 リ得ベカラザル事ナルガ故ニ,實 際ハ

兩機轉共ニ旺盛 トナルモノナルモ,色 素分解

排出力ノ増進殊ニ著明 トナ リ,色 素攝取力ヲ
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遙ニ凌グニ至 リ,漸 次細胞内色素量 ノ減少ヲ

來スモノ ト解セザルベカラズ.尚 ホ眼物質代

謝減退ノ場合 ニ惹起 サルル生體染色性増進

モ,同 様同細胞ノ色素攝取力竝ニ色素排出力

共ニ減退スルモ,後 者ニ於テ特ニ其ノ度強キ

タメ胞體内ニ漸次色素ノ蓄積 ヲ來スモノニシ

テ,此 際屡々胞體 ノ腫大甚ダ著明 トナリ,崩

壞ニ陷ルモノアルハ注 目スベキ事實ナリ.斯

クノ如 キ機轉ニヨリ色素顆粒 ヲ以テ充サ レタ

ル組織球性細胞ハ,所 謂機能的飽和状態ニア

リ,進 ンデ貪喰ヲナ シ得ザルノミナラズ,色

素ノ毒性及 ビ器械的障碍 ニヨリテ一途崩壞ノ

運命ヲ辿ルモノナ リ.

「ア トロピン」「ヂオニン」及 ビ「アドシナリ

ン」ハ眼科醫 ノ日常最 モ屡 々使用スル藥劑ナ

ルガ,其 ノ主作用ノ傍 ラ副作用 トシテ前眼部

組織中ノ組織球性細胞ノ機能障碍 ヲ招來スル

恐 レアルヲ顧慮スルヲ要ス.周 知 ノ如ク組織

球性細胞ハ當該組織ノ防禦裝置ヲ構成スルモ

ノナルガ故ニ,臨 牀的ニ當該眼ニ炎症 ノ既ニ

存 スル場合,或 ハ後來炎症 ヲ惹起 スル恐 レア

ル際ニハ,可 及的「ア トロピン」「ヂオニン」及

ビ「アドレナ リン」類ノ使用ヲ避ケ,止 ムヲ得

ザル場合ハ適用量ヲ最低限度 ニ止 ムベキナ

リ.例之,手 術時止血 ノ目的 ヲ以テ「アドレナ

リン」ヲ使用スルニ際 シテハ,手 術後ニ來ル

ベキ炎症性刺戟乃至ハ炎症ヲ慮 リ,「アドレナ

リン」 ノ使用量 ヲ最低限度ニ止ム可ク努力ス

ルヲ合理的ナリ ト思惟ス.反 之,「 ピロカルピ

ン」「エゼリン」高張食鹽水ノ適用ハ,其 ノ主

作用ノ外,眼 内炎症機轉ニ恐 ラク好影響 ヲ齎

ラスモノナルヲ以テ,角 膜或ハ虹彩手術ニ際

シテ,「エゼリン」或ハ「ピロカルピン」ヲ適用

スル時ハ,組 織球 ノ生活力ヲ旺盛ナラシメ創

傷治癒機轉ニ好影響 ヲ齎スベシ.

又角膜潰瘍 ニ對 シテハ從來藥理的根據ニ基

ヅキ劃一的ニ「ア トロビン」ヲ採用セシガ,臨

牀的經驗 ニ基 ク丸尾氏等 ノ「ピロカルピン」推

稱説起 リ,其 ノ可否ニ關 シテハ專門家ニ依 リ

久シク論議サ レタ リ.佐 野多郎氏ノ實驗的研

究ノ成績ニ依 レバ,「 ピロカル ピン」ハ角膜損

傷 ノ治癒 ヲ促進 シ,「ア トロピン」ハ其ノ治癒

ヲ緩徐ナラシメ「エゼリン」ヲ從來角膜損傷 ノ

治癒 ヲ促進スルモノ ト考ヘタ リシガ,多 クノ

場合無影響ニ終 レリ.而 シテ之等藥劑ノ創傷

治癒機轉 ニ及 ボス影響ノ差ハ,眼 内壓 ニ對ス

ル之等藥劑ノ作用ニ非ズシテ,眼 新陳代謝機

能ニ與 フル影響ノ差ニ因ルモノナ リト結論セ

リ.

余ハ本問題ニ對 シ,「ア トロピン」適用ニ際

シテハ前眼部組織ノ組織球性細胞ノ機能障碍

ヲ起 シ,「ピロカルピン」ハ同細胞ノ機能亢進

ヲ來セル余 ノ實驗成績 ヲ指摘 シ,以 テ本疑問

ヲ解決スベキ一因子ヲ斯界ニ提供セントスル

モノナ リ.

第6章　 結 論

1.「 ア トロ ピ ン」「ヂオ ニ ン」「ア ド レナ リ

ン」ノ適 用 ハ 一般 ニ前 眼 部 組 織 ノ 生 體 染 色 性

ヲ亢 進 セ シメ.

2.「 ピロカ ル ピ ン」「エ ゼ リン」高 張 食 鹽 水

ノ 適 用 ハ前 眼部 組織 生體 染 色 性 ヲ減 退 セ シ

ム.

3.即 チ,眼 内物質代謝ヲ緩漫ナラシムル

藥物ノ適用ハ,一 般ニ前眼部組織細胞(就 中

組織球性細胞)ノ 色素新陳代謝障碍,殊 ニ色
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素 分解 排 泄 機 能 ノ障 碍 ヲ惹起 シ,該 細 胞 ノ崩

壞 ヲ伴 ヒ,反 之,眼 内物 質 代 謝 ヲ旺 盛 ナ ラ シ

ム ル藥 物 ハ,該 細 胞 ノ色 素 分 解 排 泄機 能 ヲ亢

進 セ シム.

4.上 記 諸 種 藥 物 ノ 臨 牀 的 使 用 ニ 際 シ テ

ハ,コ ノ組織 球 性 細 胞 ニ對 ス ル副 作 用 ニ顧 慮

スル ヲ要 ス,殊 ニ炎症 ノ存 スル場 合,或 ハ炎

症 ヲ誘 發 シヤ ス キ症 例 ニ於 テ然 リ.

擱筆 スル ニ臨 ミ御指 導竝 ニ御校閲 ヲ賜 ハ リタ

ル,恩 師田村教授竝 ニ濱崎 助教授 ニ深謝 ス.尚

ホ屡 々御教示 ヲ辱 フシタ ル畑教授 ニ謝意 ヲ表

ス.
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